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人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市

2011（平成23年）
１主な内容

No. 70

世 帯 数 2 万 4，424
人　 口 5 万 6，018

男 2 万 6，229
女 2 万 9，789

出　 生 41
死　 亡 59
転　 入 93
転　 出 63

（12 月 1 日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比
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年頭のごあいさつ

出
水
市
長

　

渋
谷　

俊
彦
俊
彦

　「人と自然が融和した
にぎわいある元気都市」

実現のために
　

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
清
々
し
く
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
や
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
な
ど
甚
大
な
災

害
が
発
生
し
、
さ
ら
に
は
歴
史
的
円
高

の
進
行
な
ど
今
な
お
国
難
と
も
い
う
べ

き
状
況
は
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
年

こ
そ
は
良
い
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
心

か
ら
念
願
す
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
暗
い
話
題
が
多
い
一

年
で
し
た
が
、
３
月
12
日
に
は
待
望
の

九
州
新
幹
線
が
全
線
開
業
し
関
西
地
方

ま
で
が
ぐ
っ
と
近
く
な
り
ま
し
た
。
本

市
で
は
、
こ
の
全
線
開
業
を
見
据
え
、

こ
れ
ま
で
豊
か
な
自
然
や
街
並
み
を
生

か
し
た
農
家
民
泊
に
よ
る
修
学
旅
行
誘

致
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
お
か

げ
さ
ま
で
関
西
方
面
か
ら
も
多
く
の
受

け
入
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
大
変
好

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
観
光
面
で
は
出
水
麓
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
お
い
て
新
し
く

無
料
公
開
武
家
屋
敷
「
税
所
邸
」
を
オ

ー
プ
ン
し
た
ほ
か
、
昨
年
は
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
発
生
で
や
む
な
く
休
館
と

な
り
ま
し
た
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
も
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
消
毒
槽
設
置

等
防
疫
対
策
の
充
実
に
よ
り
期
間
中
休

館
す
る
こ
と
な
く
営
業
す
る
こ
と
と
し
、

２
階
展
望
所
も
無
料
開
放
す
る
な
ど
多

く
の
皆
さ
ま
に
出
水
市
へ
お
越
し
い
た

だ
け
る
よ
う
な
施
策
を
講
じ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
、
新
幹
線
停
車
駅
の
強
み

を
生
か
し
交
流
人
口
の
増
加
に
努
め
市

の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
こ
れ
ま
で
５
年
間
取

り
組
ん
で
き
た
「
読
書
活
動
日
本
一
の

ま
ち
づ
く
り
」
が
㈳
全
国
出
版
協
会
主

催
の
第
５
回
高
橋
松
之
助
記
念
「
文

字
・
活
字
文
化
推
進
大
賞
」
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
治
体
で
の

受
賞
は
全
国
で
３
番
目
に
な
り
ま
す
。

市
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
皆
さ
ま
の
ご
支

援
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
財
政
的
に
は
国
に
お
い
て
も

財
源
不
足
を
補
う
た
め
の
増
税
も
議
論

さ
れ
る
ほ
ど
非
常
に
厳
し
い
状
況
の
中
、

全
国
的
に
も
ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化
す

る
行
政
需
要
に
加
え
、
本
市
で
は
企
業

誘
致
や
病
院
経
営
の
問
題
な
ど
克
服
す

べ
き
多
く
の
課
題
も
抱
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
真
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
と
現
在
か
ら
将
来
も
見
据
え

た
財
政
的
負
担
を
総
合
的
に
勘
案
し
な

が
ら
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
更
に
創
意
工
夫

を
重
ね
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
引
き
続
き
粘
り
強
く
効
率
的

な
市
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
「
人
と
自
然
が
融
和
し
た
に

ぎ
わ
い
あ
る
元
気
都
市
」
の
実
現
を
目

指
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
体
と
な
っ

て
将
来
の
出
水
市
の
発
展
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
皆
さ
ま
方
の

ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

２０１２年
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謹賀新年

出
水
市
議
会
議
長

　

髙
崎　

正
風

市民の負託に応える
議会を目指して

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は

輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
日
ご
ろ
か
ら
市
勢
発
展
の
た
め
に

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
「
東
日
本
大
震
災
」
と
い
う

未
曾
有
の
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
多
く
の
方
た
ち
は
、
一
瞬
に
し

て
家
族
の
命
や
財
産
、
仕
事
を
失
い
ま

し
た
。
誰
し
も
が
、
漫
然
と
考
え
て
き

た
「
明
日
」
と
い
う
日
が
い
か
に
危
う

く
、
頼
り
な
い
も
の
で
あ
る
か
を
思
い

知
り
、
私
の
信
念
で
あ
る
「
絆
」
と
い

う
人
と
人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
、
助

け
合
う
こ
と
の
喜
び
な
ど
を
改
め
て
認

識
す
る
一
年
に
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
、
被

災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
近
、
首
長
に
よ
る
二
元
代
表
制
と

い
う
我
が
国
の
民
主
主
義
の
基
本
を
揺

る
が
す
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
事
例
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
分
権
、

地
方
の
時
代
と
い
わ
れ
て
久
し
く
な
り

ま
す
。
国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
移
譲
は

遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
面
も
あ
り

ま
す
が
、
住
民
の
意
識
は
確
か
に
変
わ

っ
て
き
て
い
ま
す
。
私
ど
も
議
員
は
、

こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
お
聞

き
し
て
市
政
運
営
に
反
映
さ
せ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
近
年
特
に
、
市
政
の
あ

ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
叱
責
や
激
励
の
言
葉
を
お
聞
き
す
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
出
水
市
議
会
で
は
こ
う
い
っ

た
市
民
の
自
治
意
識
の
向
上
や
議
会
の

こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
等
を
見
直
し
、

あ
る
べ
き
議
会
の
姿
を
議
論
す
る
た
め

に
、「
出
水
市
議
会
活
性
化
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

委
員
会
に
三
つ
の
分
科
会
を
設
け
て
、

議
員
定
数
・
議
員
報
酬
、
議
会
活
性
化
、

議
会
基
本
条
例
等
に
つ
い
て
協
議
を
進

め
、
平
成
25
年
２
月
を
め
ど
に
取
り
ま

と
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
財
源
不
足
に
伴
う

消
費
税
の
引
き
上
げ
の
問
題
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
の
問
題
、
沖
縄
県
の
基
地
負
担
の

問
題
等
早
急
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
出
水

市
で
は
、
昨
年
の
九
州
新
幹
線
の
全
線

開
業
で
や
や
活
気
が
出
た
も
の
の
、
南

九
州
西
回
り
自
動
車
道
、
北
薩
横
断
道

路
の
一
日
も
早
い
完
成
が
望
ま
れ
、
交

流
人
口
や
情
報
、
物
流
の
促
進
等
が
期

待
さ
れ
る
一
方
、
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

の
医
師
不
足
の
問
題
、
少
子
高
齢
化
に

伴
う
自
治
活
動
や
経
済
活
動
の
停
滞
の

問
題
、
企
業
撤
退
後
の
雇
用
の
問
題
、

後
継
者
不
足
に
伴
う
遊
休
農
地
の
問
題

等
々
が
あ
り
ま
す
。
先
人
た
ち
が
そ
の

時
代
の
問
題
を
解
決
し
て
き
た
よ
う
に
、

現
代
に
生
き
る
私
ど
も
も
こ
れ
ら
の
問

題
の
解
決
に
向
け
て
努
力
を
積
み
重
ね

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援

や
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
が
、
出
水
市
や
市
民
の
皆

さ
ま
に
と
り
ま
し
て
平
穏
で
活
力
に
満

ち
た
一
年
で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

平成２４年
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
お
よ
び
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
報
告

市役所
新庁舎建設

昨
年
９
月
に
行
い
ま
し
た
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想（
案
）に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、新
庁
舎
建
設
位
置
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
結
果
に
つ
い
て
は
、
本
庁
（
新
庁
舎
建
設
課
お
よ
び
市
民
相
談
室
）、
各
支
所
（
地
域
振
興
室
）、
市
内
各
図
書
館
で
資
料
を
閲
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（注）調査対象者の 3,000 人につい
ては、統計的に精度の高い調査
結果を得るために設定した人数
であり、今回の調査結果は、市
内の 20 歳以上の市民全員に同
様のアンケート調査を行った場
合でも、95％程度の確率で今回
の調査結果と同様になると統計
学的には言われています。

　新庁舎建設基本構想（案）に対するパブリックコメントの結果

実施期間　　平成２３年９月１日（木）～３０日（金）
公表資料　　新庁舎建設基本構想（案）、新庁舎建設基本構想概要版（全戸配布）
意見提出者　５３人（４７件）
意見の内訳（同趣旨の意見については、まとめて掲載しています。）

項　　目 件　数
新庁舎建設検討の経緯について ３
新庁舎建設の必要性について １
新庁舎建設の基本理念・基本方針について １
今後の事務方式について ４
新庁舎に導入する機能について １２
新庁舎の規模について ４
新庁舎位置の選定について １８
概算事業費および財源の試算について ３
新庁舎建設スケジュールについて １

意見の内容

　基本構想全体については、特に修正を要する意見はありませんでした。
　新庁舎建設位置に対する意見が４９人からありました。　　　　

希望候補地内訳 人　数 構成比
ゴルフ場付近 （※）３．５ ７．１４％
養護学校付近（鹿島住宅近辺） （※）３．５ ７．１４％
現在地 ３７ ７５．５１％
その他（上記以外の候補地提案） ５ １０．２０％

※ゴルフ場付近および養護学校付近（鹿島住宅近辺）が小数になっているのは、　「ゴ
　ルフ場付近か養護学校付近（鹿島住宅近辺）が望ましい」とされた人がいたため。

居住地 発送数 回答数 回収数
出水地域 ２，０５９ １，００１ ４８．６２％

高尾野地域 ７２６ ３１１ ４２．８４％
野田地域 ２１５ ８１ ３７．６７％

不明 ― １６ ―
計 ３，０００ １，４０９ ４６．９７％

新庁舎建設位置に関する市民アンケートの結果
実施期間 　　平成２３年９月１６日（金）～３０日（金）
調査対象者　市内に居住する２０歳以上の方から無作為に３，０００人（注）を抽出
調査方法　　郵送による配布および回収
アンケート集計結果

※内訳％は小数点第３位を四捨五入しているため合計が 100％にならない場合があり
ます。

発送数に対する回収率

回答者の年代内訳 ２０歳代
　6.46％

３０歳代
　9.37％

４０歳代
　13.56％

５０歳代
　18.24％

６０歳代
　23.21％

７０歳代
　28.32％

不明
0.85％
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野田地域

高尾野地域

出水地域

総計

49.32%

29.76%

61.86%

54.31%

36.99%

59.52%

19.59%

28.97%

36.99%

59.52%

19.59%

28.97%

13.70%

10.73%

18.56%

16.72%

現在地 ゴルフ場付近 養護学校付近
（鹿島住宅近辺）

36.99%

59.52%

19.59%

36.99%

59.52%

19.59%

28.97%
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　新庁舎位置としてにふさわしいと思う候補地（有効回答１，３４６件）

出水地域 高尾野地域 野田地域 全体

ゴルフ 養護 現在地 ゴルフ 養護 現在地 ゴルフ 養護 現在地 ゴルフ 養護 現在地

２０歳代 22.22% 14.81% 62.96% 34.62% 23.08% 42.31% 0.00% 50.00% 50.00% 25.00% 19.05% 55.95%

３０歳代 16.28% 10.47% 73.26% 50.00% 16.67% 33.33% 33.33% 16.67% 50.00% 25.00% 12.90% 62.10%

４０歳代 17.81% 25.34% 56.85% 48.39% 9.68% 41.94% 28.57% 0.00% 71.43% 23.37% 21.74% 54.89%

５０歳代 21.23% 17.32% 61.45% 63.16% 10.53% 26.32% 46.15% 7.69% 46.15% 32.00% 15.20% 52.80%

６０歳代 18.18% 22.94% 58.87% 65.22% 10.14% 24.64% 31.25% 37.50% 31.25% 29.02% 20.82% 50.16%

７０歳以上 20.74% 15.56% 63.70% 68.42% 5.26% 26.32% 44.44% 0.00% 55.56% 31.83% 12.73% 55.44%

※ゴルフ・・・ゴルフ場付近　　養護・・・養護学校付近（鹿島住宅近辺）
※各年代で一番回答の多かったものに色を付けています。

問い合わせ先
　本庁新庁舎建設課（☎６３︲４０８４）

　新庁舎位置としてふさわしいと思う候補地【居住地域ごとの年代別】
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確定申告はお早めにお願いします
確定申告書は自分で書いて早めに提出しましょう

平成 23 年分の確定申告期限は３月 15 日（木）、　個人事業者の消費税および地方消費税の申告期限は４月２
（月）です。年金受給者申告書作成会で確定申告される方は、筆記用具、電卓、源泉徴収票、市から送付される「平
成 24 年度住民税等申告書」などの各種保険証明書等の必要書類をお持ちください。また、確定申告において、
社会保険料控除の適用を受けるため、国民健康保険税、介護保険料および後期高齢者医療保険料の支払額の証
明書が必要な方は、本庁税務課および各支所税務グループの証明発行窓口にお越しください。その際、印鑑等
は不要です。

インターネットでも申告および納税等の手続きができるｅ− Tax（イータックス）があります。利用する場
合には事前の手続きが必要です。ｅ− Tax ホームページ（http//www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

平成 23 年分の確定申告書の作成に関する説明会等
項　目 日　時 場　所 対　象　者

青色決算説明会 １月25日（水）
　　午前10時

市中央公民館
小ホール

事業・不動産等の所得のある方で、青色
申告を初めてされる方

年金受給者申告書作成会

２月９日（木）
　　10日（金）
　午前９時～
　　　同11時
　午後１時～
　　　同４時

出水税務署
１階会議室

公的年金等の受給者で、確定申告が必要
な方（営業・農業・不動産・譲渡・退職
所得のある方を除く）。
公的年金の合計額が４００万円以下で、
かつ、公的年金に係る雑所得以外の所得
金額が２０万円以下である場合には、所
得税について確定申告書の提出は不要と
なりました。（医療費控除等による所得税
の還付を受けるための申告書の提出する
ことはできます。）ただし、所得税の確
定申告の提出を要しない場合であっても、
住民税の申告は必要です。

問い合わせ先
本庁税務課課税係（☎６３−４０３１）　
出水税務署（☎６２−０２００）

　

軽
自
動
車
税
の
手
続
き
は
大
丈
夫
で
す
か

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
、
二
輪
小
型
自
動
車
、
軽
自
二
輪
車
、
原
動
機
付
自
転

車
、
小
型
特
殊
自
動
車（
農
業
作
業
用
、
そ
の
他
）は
、
公
道
に
お

い
て
走
行
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
未
登
録
の
場
合
は
、
速
や
か
に
登
録
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

軽
自
動
車（
６
６
０
ｃ
ｃ
以
下
）、
二
輪
小
型
自
動
車（
２
５
０
ｃ

ｃ
以
上
）、
軽
自
二
輪
車（
１
２
５
ｃ
ｃ
～
２
５
０
ｃ
ｃ
）に
つ
い
て

は
鹿
児
島
県
軽
自
動
車
協
会（
☎
０
９
９
︲
２
６
１
︲
４
０
１
１
）

に
、
原
動
機
付
自
転
車（
１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
）、
小
型
特
殊
自
動
車

（
農
業
作
業
用
、
そ
の
他
）に
つ
い
て
は
本
庁
税
務
課
課
税
係（
☎

�
４
０
３
１
）、
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
グ
ル
ー
プ（
☎

�
５
４
０
６
）、
野
田
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
グ
ル
ー
プ（
☎
�

４
８
１
２
）に
そ
れ
ぞ
れ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　出水総合医療センター高尾野診療所では、
外来待ち時間短縮のため、１月から試行的に
再診の予約診療を開始します。
　当面は一部実施とし、常勤の西元寺所長、
長谷川医師についてのみとなります。
　初診およびその他の診療は、現状どおり午
前６時 45 分から受け付けを開始します。ま
た、午後診療は午後４時 30 分までの受け付
けとなっていますので、ご利用ください。

　　問い合わせ先

　　　出水総合医療センター高尾野診療所
　　　（☎８２−００１７）

高尾野診療所が予約診療を開始
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確定申告無料相談会を開催
　税理士による確定申告に関する無料相談を行います。税理士には職務上知り得た秘密を守る義務（守秘義務）
が課せられていますので、安心してご相談ください。
実施時期　２月 1 日（水）～ 17 日（金）＊土曜日 ･ 日曜日 ･ 祝日は除きます。
場　　所　下記名簿記載の南九州税理士会出水支部の各会員事務所
相談内容　個人の所得税 ･ 消費税に関する相談
報　　酬　申告に関する相談（30 分程度）は無料です。
　　　　　ただし、具体的に申告書の作成を依頼される場合は有料になります。
予　　約　相談を希望される税理士事務所に必ずお電話等で相談日時の予約をしてください。
南九州税理士会　出水支部　会員名簿

税理士氏名 事 務 所 所 在 地 電話番号
庵　　秀志 阿久根市赤瀬川 1123-3 72-0111
大田　俊雄 阿久根市波留 574-3 73-0453
寺畑　幸雄 阿久根市脇本 13129 75-0662

中牟礼　博文 出水市高尾野町江内 464 85-5211
萩原　安徳 出水市高尾野町江内 1361-6 85-5669
愛甲　國彦 出水市中央町 783 62-6926
今村　信雄 出水市明神町 1917 67-5892
表迫　貞雄 出水市上知識町 354 62-1831
勝下　　剛 出水市緑町 6-6 ﾊｳｽｵ−ﾛﾗ 103 号室 79-3078
島崎　　学 出水市大野原町 1653 63-3991
堂前　栄二 出水市上鯖渕 621-4-3F 62-8974

鳥井脇　敏夫 出水市上鯖渕 6252-8 63-0858
濵　　卓朗 出水市緑町 33-20 安全ビル 102 63-7324
曲渕　光男 出水市緑町 6-23 63-3533
丸尾　徳文 出水市緑町 10-3 62-4940
森　　毅憲 出水市中央町 577 080-5029-3843
森　　範寧 　出水市中央町 577 62-3762

山澤津　文秋 　出水市西出水町 1174-9 62-7538

東
日
本
大
震
災
関
連
の

義
援
金
を
支
出
さ
れ
た
方
へ

個
人
の
方
が
、
平
成
23
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

の
間
に
、
国
ま
た
は
被
災
自
治
体
へ
の
寄
付
金
な

ら
び
に
東
日
本
大
震
災
に
関
連
し
日
本
赤
十
字
社

な
ど
へ
の
義
援
金
な
ど
を
支
出
さ
れ
た
場
合
、
一

定
の
要
件
の
下
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
所
得
税
・
住
民
税
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

対
象
は
出
水
市
を
通
じ
て
被
災
自
治
体
等
へ
の

寄
付
金
や
、
報
道
機
関
等
を
通
じ
て
支
払
っ
た
義

援
金
も
含
ま
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
本
庁
税
務
課
お
よ
び
出
水
税
務
署

に
ご
相
談
さ
れ
る
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
（
☎
�
４
０
３
１
）

　

出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０
０
）

　

※
自
動
音
声
案
内

http://w
w

w
. nta.go.jp/
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市
で
は
、
市
内
の
小
・
中
学
生
を
対

象
に
「
環
境
ポ
ス
タ
ー
」
の
作
品
を

募
集
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
部
に
は
13
校
か
ら

１
８
２
点
、
中
学
生
の
部
に
は
６
校

か
ら
３
１
８
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞

２
点
と
優
秀
賞
８
点
が
決
定
し
ま
し

た
。

　

11
月
19
日
に
は
、
大
産
業
祭
の
メ

イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

渋
谷
市
長
か
ら
受
賞
者
へ
賞
状
と
副

賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

最優秀賞（中学生の部）

優 秀 賞（中学生の部）

最優秀賞（小学生の部）

優 秀 賞（小学生の部）

江内小学校５年
中尾　朱里さん

野田中学校１年
宇都野　智補さん

米ノ津東小学校５年
稲泉　珠璃さん

東出水小学校６年
荒田　晟愛さん

野田小学校５年
田上　翔斗さん

大川内小学校５年
冨田　啓貴さん

米ノ津中学校３年
吉野　麻衣子さん

野田中学校３年
橋元　香奈さん

江内中学校２年
竹田　あかりさん

荘中学校２年
榊原　桃伽さん

『
環
境
ポ
ス
タ
ー
』
作
品
展　

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
作
品
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今冬、九州電力管内では、電力不足が懸念されています。本市では、夏期の節電対策として、クー
ルビズ等節電対策を実施してきましたが、引き続き電力使用量の削減を図るため、市民サービスに影
響を与えない範囲で、次の節電対策に取り組んでいます。市民の皆さまのご理解とご協力をお願いし

ます。

節電対策期間　１２月１日〜３月３１日

照明に関すること

○照明の間引きや使用に応じた点灯・消灯
○業務に支障のない範囲での昼休みの消灯
○会議室・トイレ・廊下等の不要な照明の消灯
○長期的節電に向け、照明器具のＬＥＤ化を計画的に推進

空調に関すること

○暖房の適切な温度（室温１７℃）の設定および稼働時間の短縮
○フィルターの定期的清掃

ＯＡ機器その他の電気機器に関すること

○使用していない電気製品はコンセントを抜き、待機消費電力を削減
○パソコンは、節電モードを有効活用し、長時間の離席や退庁時は電源を切りコンセントを抜く。
○会議資料等の見直しにより、コピー機やプリンターの使用枚数を削減

職員に関すること

○ウォームビズの徹底
○ノー残業デー（定時退庁日）の徹底（毎週水曜日）
○時間外勤務の縮減

その他

○各職場に節電推進員を置き、管理・指導する。
○人員に合った会議室の使用、不要な照明の消灯および会議時間の短縮

ご家庭・事業所等においても生活、ライフラインの維持、生産活動等に支障が生じない、
無理のない範囲での省エネ・節電にご協力をお願いします。

　　経済産業省「節電．go．jp」・環境省「みんなで節電アクション！」・全国地球温暖化防止活動推進セン
ター「家庭ですぐ出来る冬の取組み２１」・九州電力「今冬の需給見通しなど」などのホームページで、
節電について紹介されていますので、参考にしてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本庁市民生活課生活環境係（☎６３−４０４２）

市の施設では冬期節電に取り組んでいます

WARMBIZ

照明の間引き
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我
が
ふ
る
さ
と
に
思
い
を
は
せ
て

関
西
出
水
会
・
東
京
高
尾
野
会
・
関
東
ふ
る
さ
と
出
水
会
・
東
京
野
田
会
・
福
岡
出
水
交
流
会

第
５
回
関
西
出
水
会

　

10
月
１
日
に
『
関
西
出
水

会
』
が
大
阪
市
内
の
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
約
１
７
０
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
本
市
か
ら

は
、
市
長
を
は
じ
め
市
議
会
議

長
等
10
数
人
が
参
加
し
、
恒
例

と
な
っ
た
市
特
産
品
協
会
に
よ

る
特
産
品
直
売
も
あ
り
、
ふ
る

さ
と
の
味
を
懐
か
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
前
日
に
は
関
西
地
区

の
『
ふ
る
さ
と
大
使
会
議
』
も

開
催
し
、
５
人
の
大
使
の
方
か

ら
本
市
に
対
す
る
貴
重
な
ご
意

見
や
ご
提
言
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

総
会
の
様
子

第
23
回
東
京
高
尾
野
会

　　

10
月
29
日
に
『
東
京
高
尾
野

会
』
が
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
、

約
１
３
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
本
市
か
ら
は
、
市
長
を

は
じ
め
市
議
会
議
長
等
10
数
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
の

ほ
と
ん
ど
が
旧
高
尾
野
町
の
出

身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
旧
知
を
温
め
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
総
会
の
席
上
、
市
制

施
行
５
周
年
記
念
特
別
功
労
者

表
彰
が
行
わ
れ
、
前
会
長
の
轟

木
昭
俊
さ
ん
に
市
長
か
ら
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
の
様
子

第
25
回
関
東
ふ
る
さ
と

出
水
会

平
成
23
年
度
東
京
野
田

会
　

10
月
30
日
に
『
関
東
ふ
る
さ

と
出
水
会
』
お
よ
び
『
東
京
野

田
会
』
が
東
京
都
内
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。『
東
京
野
田
会
』は
、

例
年
５
月
に
開
催
し
て
い
ま
し

た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生

を
考
慮
し
、『
関
東
ふ
る
さ
と

出
水
会
』
と
合
同
で
懇
親
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
懇
親
会
に
は
約
２
０
０
人

が
参
加
さ
れ
、
本
市
か
ら
は
市

長
を
は
じ
め
市
議
会
議
長
等
10

数
人
が
参
加
し
、
懐
か
し
の
出

水
弁
が
飛
び
交
う
中
で
参
加
者

に
よ
る
歌
や
踊
り
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
の
席
上
、
市
制

施
行
５
周
年
記
念
特
別
功
労
者

表
彰
が
行
わ
れ
、
前
関
東
ふ
る

さ
と
出
水
会
会
長
の
中
村
節
さ

ん
、
前
東
京
野
田
会
会
長
の
田

代
貞
幸
さ
ん
に
市
長
か
ら
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

前
日
に
は
首
都
圏
の
『
ふ
る

さ
と
大
使
会
議
』
も
開
催
し
、

12
人
の
大
使
の
方
か
ら
本
市
に

対
す
る
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
提

言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

合
同
懇
親
会
の
様
子

東
京
野
田
会
総
会
の
様
子

第
９
回
福
岡
・
出
水
交

流
会

　　

11
月
12
日
に
『
福
岡
・
出
水

交
流
会
』
が
福
岡
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
、
約
１
５
０
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
本
市

か
ら
は
、
市
長
を
は
じ
め
市
議

会
議
長
等
20
数
人
が
参
加
し
、

今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

観
光
協
会
に
よ
る
特
産
品
直
売

も
あ
り
、
ふ
る
さ
と
の
味
を
懐

か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
、
福
岡
地
区
の

『
ふ
る
さ
と
大
使
会
議
』
も
開
催

し
、
５
人
の
大
使
の
方
か
ら
本

市
に
対
す
る
貴
重
な
ご
意
見
や

ご
提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
の
様
子



★
ツ
ル
の
ね
ぐ
ら
観
察
会
★

　

ね
ぐ
ら
か
ら
飛
び
立
つ
ツ
ル
の

観
察
や
羽
数
調
査
体
験
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
　
時　

１
月
22
日（
日
）

　

午
前
６
時
30
分
～
同
８
時

場
　
所　

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー

対
　
象　

小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

定
　
員　

20
人

参
加
費　

無　

料

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

★
巣
箱
作
り
★

　

野
鳥
が
よ
ろ
こ
ぶ
巣
箱
を
作
っ

て
み
よ
う
。

日
　
時　

２
月
４
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時
30
分

場
　
所　

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

対
　
象　

小
学
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
定
　
員　

20
人

参
加
費　

２
０
０
円

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

★
野
鳥
観
察
会
★

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
周
辺
で
見
ら

れ
る
野
鳥
を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
　
時　

２
月
５
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
同
11
時

場
　
所　

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

対
　
象　

幼
児
以
上

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

定
　
員　

20
人

参
加
費　

無　

料

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

 　

江
戸
時
代
に
出
水
を
訪
れ
た

人
々
の
残
し
た
日
記
や
紀
行
文
を

基
に
当
時
の
出
水
の
様
子
を
解
説

し
ま
す
。

日
　
時　

２
月
18
日（
土
）

　
　

午
後
２
時
～
同
３
時
30
分

会
　
場　

中
央
図
書
館
研
修
室

講
　
師　

　

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館
職
員

定
　
員　

先
着
40
人

受
講
料　

無　

料

申
込
開
始
日　

１
月
５
日（
木
）

申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
直
接
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

歴
史
民
俗
資
料
館

　
（
☎
�
０
２
５
６
）

　

中
央
図
書
館

　
（
☎
�
２
１
０
５
）

　

平
成
18
年
度
に
策
定
し
ま
し
た

行
政
改
革
大
綱
お
よ
び
行
政
改
革

実
施
計
画
に
つ
い
て
、
期
間
を
５

年
間
と
定
め
て
行
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

大
綱
お
よ
び
実
施
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
ご
意

見
等
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
案
件

第
二
次
出
水
市
行
政
改
革
大
綱

（
案
）お
よ
び
第
二
次
出
水
市
行

政
改
革
実
施
計
画（
案
）

募
集
期
間
　

　

１
月
10
日（
火
）～
同
30
日（
月
）

応
募
方
法　

ご
意
見
等
と
、住
所
・

氏
名
を
明
記
の
上
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
様
式
は
問
い
ま
せ

ん
。

意
見
等
の
取
り
扱
い
・
公
表

意
見
等
の
概
要
お
よ
び
市
の
考

え
方
を
公
表
し
ま
す（
個
別
の

回
答
は
行
い
ま
せ
ん
）。

意
見
等
を
考
慮
し
て
最
終
案
を

決
定
し
ま
す
。

※
大
綱
等
の
案
は
、
本
庁
企
画
政

策
課
、
市
民
相
談
室
、
各
支
所

地
域
振
興
室
お
よ
び
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
企
画
政
策
課
行
政
管
理
係

（
☎
�
４
０
３
７
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�

４
０
３
０
）

　

木
工
・
建
築
大
工
の
技
術
技
能

の
習
得
を
目
的
と
し
た
入
校
生
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
科
目

　

室
内
造
形
科
・
建
築
工
学
科

応
募
資
格　
　

○
室
内
造
形
科

中
学
校
・
高
等
学
校
を
卒
業
し

た
者
ま
た
は
平
成
24
年
３
月
卒

業
見
込
み
の
者

○
建
築
工
学
科

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た

は
平
成
24
年
３
月
卒
業
見
込
み

の
者

選
考
日　

１
月
27
日（
金
）

選
考
場
所

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

受
付
期
限　

１
月
13
日（
金
）

※
室
内
造
形
科（
木
工
）訓
練
生
の

　

製
作
し
た
書
棚
、
花
台
等
の
家

　

具
を
１
月
27
日（
金
）ま
で
展
示

　

即
売
し
ま
す
の
で
、
是
非
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
９
６
︲
５
３
︲
０
２

　

０
７
）

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
文
化
交
流
・
学
校
体
験
・
英

語
研
修
・
地
域
見
学
・
野
外
活
動

な
ど
春
休
み
に
海
外
体
験
を
し
ま

せ
ん
か
。
１
月
29
日
に
福
岡
市
で

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
程　

３
月
25
日（
日
）～
４
月

　

５
日（
木
）の
10
～
12
日
間

※
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

派
遣
先

　

ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー

　

ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
ニ
ュ

　

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
カ
ン
ボ
ジ
ア

　

・
フ
ィ
ジ
ー

対
　
象

　

小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生　

※
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

応
募
締
切
日　

２
月
６
日（
月
）

問
い
合
わ
せ
先

　

財
団
法
人　

国
際
青
少
年
研
修

　

協
会（
☎
０
３
︲
６
４
５
９
︲

　

４
６
６
１
）

　

http://w
w

w
.kskk.or.jp

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

鳥
を
見
て
み
よ
う
！

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

校
の
入
校
生
を
募
集

春
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募

集

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

「
江
戸
時
代
の
旅
人
の
見
た

出
水
」

歴
史
民
俗
資
料
館
第
二
回
歴
史
講
座
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農
林
水
産
業
の
経
営
を
始
め
て

み
た
い
方
、
就
職
を
希
望
さ
れ
る

方
へ
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時　

１
月
６
日（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
　
所　

　

県
北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎

　

３
階
大
会
議
室

内
　
容 

○
経
営
開
始
、
就
職
に
対
す
る
総

合
相
談

○
研
修
、
資
金
、
求
人
等
の
情
報

提
供

○
企
業
等
の
農
業
参
入
に
関
す
る

相
談

相
談
料　

無　

料

問
い
合
わ
せ
先

　

県
北
薩
地
域
振
興
局
農
林
水
産

　

部
農
政
普
及
課（
出
水
市
駐
在
）

　
（
☎
�
３
１
１
５
）

　

人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局

川
内
支
局
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
悩
み
ご
と
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
　
時　

２
月
７
日（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
　
所　

高
尾
野
農
村
環
境
改
善

　

セ
ン
タ
ー

相
談
料　

無　

料

本
市
の
人
権
擁
護
委
員

○
畠
中　

大
喜　

氏

○
東
畠　

政
子　

氏

問
い
合
わ
せ
先

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
５
４
１
６
）

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

農
林
水
産
業
就
業
等
説
明
会

を
開
催

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　出水市都市計画マスタープラン
ワークショップ※の参加者を募集します‼

開催時期・回数
１月下旬から３月中旬までの約２カ月間で、おお
むね１週間おきに５回の開催を予定しています。
平日の午後７時から同９時まで開催し、最大 30 分
延長します。

※開催日、開催場所については、選ばれた方へ後日
連絡します。

募集人員
　３０人以内
募集期間
　１月４日（水）～ 18 日（水）　※必着
応募資格
　次の条件を満たすこと
○満 18 歳以上で、市内に居住または市内の事業所に

勤務していること
○無償（報酬・交通費なし）で出席できること

応募方法
応募用紙の指定はありません。任意の用紙に
住所、電話番号、氏名、生年月日、性別を記
入の上、直接お持ちいただくか、郵送、ＦＡ
Ｘ、電子メールで送付してください。

選考結果
　応募者に通知します。
応募・問い合わせ先
　本庁 都市計画課 計画管理係
　（☎６３−４０６３・ＦＡＸ６３−５８１４）
　tokei_c@city.izumi.kagoshima.jp

おさかな市開催（第２土曜日）
1 月 １４ 日（土）午前 １１ 時　　名護漁港

出水ふれあい市開催（第４土曜日）
1 月 2８ 日（土）午前９時　　出水公会堂周辺
小学校対抗一輪車競争大会などが開催予定 !!

　市では、市街地および郊外における土地利用の混在化や無秩序な開発を抑制し、健全な都市環境と豊かな自
然環境との調和のとれたまちづくりを推進するため、都市計画マスタープランを策定中です。
　都市計画マスタープランは、都市計画区域（出水地域）、高尾野地域、野田地域の市街地およびその周辺部
に焦点をあてた「全体構想」、各地域のまちづくりの方針を示す「地域別構想」、およびこれらを実現するため
の「実現化方策」から構成されます。　　
　この「地域別構想」の策定に際しては、住民にわかりやすく身近な計画とするため、「地域別ワークショップ」
を開催し、住民自ら発案・議論した成果を積極的に取り入れます。
　そのため、次のとおり開催されるワークショップに参加していただける方を募集します。
　なお、ワークショップで得られた意見を「地域別構想」に反映し、広報紙や市のホームページで公表する予
定です。

　※ワークショップとは…
ワークショップとは、計画づくりにおける住民参加の手法の一つです。公募などで集まった住民が、地
域やテーマなどによってグループに分かれ、住民同士で議論を行い、成果を取りまとめます。
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市
役
所
の
窓
口
な
ど
で
の
各
種

手
続
き
や
福
祉
、
保
健
、
公
共
施

設
の
案
内
な
ど
、
皆
さ
ま
の
暮
ら

し
に
必
要
な
行
政
情
報
と
地
域
情

報
を
掲
載
し
た「
い
ず
み
市
民
便

利
帳
」
を
市
と
株
式
会
社
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
と
の
官
民
協
働
事
業
に

よ
り
作
成
し
、
各
世
帯
に
配
布
し

ま
し
た
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

本
便
利
帳
は
市
が
行
政
情
報
の

内
容
を
監
修
・
発
行
し
、
株
式
会

社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
編
集
・
印

刷
・
全
世
帯
へ
の
配
布
を
一
括
し

て
行
い
、
発
行
に
係
る
す
べ
て
の

費
用
を
広
告
料
で
賄
い
作
成
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
お
手
元
に
届
い
て
い
な

い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
市
民
便
利
帳
の
38
・
41
・
45
・

46
ペ
ー
ジ
内
に
記
載
の
総
務
課

安
全
安
心
推
進
室
の
電
話
番
号

は
正
し
く
は
☎
�
０
１
６
３
で

す
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

本
庁
企
画
政
策
課
企
画
調
整
・

　

男
女
共
同
参
画
係

　
（
☎
�
４
０
３
３
）

　

景
観
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い

建
築
物
の
建
築
な
ど
の
行
為
を
実

施
す
る
場
合
に
は
、
出
水
市
景
観

条
例
に
基
づ
き
、
事
前
に
市
と
景

観
形
成
規
準
を
も
と
に
協
議
し
、

行
為
の
着
手
の
30
日
前
ま
で
に
届

け
出
が
必
要
で
す
。

　

届
出
書
様
式
等
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
い
ず
み
の
景
観
に
つ
い
て
」を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

事
前
協
議
・
届
け
出
先

　

本
庁
都
市
計
画
課
計
画
管
理
係

　
（
☎
�
４
０
６
３
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.city.izum

i.kagos
him

a.jp/izum
i07/17keikan.as

p　

屋
外
に
広
告
物
を
表
示
す
る
場

合
は
、
原
則
と
し
て
許
可
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

許
可
を
受
け
ず
に
広
告
物
を
表

示
し
て
い
る
場
合
は
、
速
や
か
に

許
可
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
自
分
の
敷
地
内
に
お
い
て

広
告
物
を
表
示
す
る
場
合
で
、
地

域
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
面
積
を
超

え
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
許
可
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

許
可
申
請
に
は
、
申
請
書（
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）の
ほ
か
、
図
面
な
ど

の
添
付
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
許
可
申
請
に

は
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
外
広
告
物
の
申
請
と

は
別
に
道
路
上
に
設
置
す
る
場
合

は
道
路
管
理
者
の
許
可
、
看
板
の

高
さ
が
４
㍍
を
超
え
る
場
合
は
建

築
基
準
法
に
よ
る
工
作
物
の
確
認

申
請
と
出
水
市
景
観
条
例
に
よ
る

届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

広
告
物
を
表
示
す
る
こ
と
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
物
件
と
し
て
信
号

機
、
道
路
標
識
、
街
路
樹
、
橋
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
看
板
等
を
取
り
付
け
る

こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
さ
ず
表

示
さ
れ
て
い
る
広
告
物
に
つ
い
て

は
、
撤
去
を
お
願
い
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
屋
外
広
告
物
申
請
お
よ
び
出
水

市
景
観
条
例
に
よ
る
届
け
出

　

本
庁
都
市
計
画
課
計
画
管
理
係

　
（
☎
�
４
０
６
３
）

○
道
路
占
用
許
可

　

本
庁
道
路
河
川
課
管
理
係

　
（
☎
�
４
０
６
７
）

　

各
道
路
管
理
者

○
工
作
物
確
認
申
請

　

本
庁
都
市
計
画
課
建
築
係

　
（
☎
�
４
０
６
５
）

　

三
角
点
や
基
準
点
・
図
根
点
は

土
地
の
分
筆
や
復
元
な
ど
の
測
量

を
す
る
時
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
り
、
皆
さ
ま
の
財
産
を
守
る

た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

　

自
分
の
土
地
や
周
辺
に
ど
の
よ

う
な
三
角
点
や
基
準
点
・
図
根
点

が
設
置
さ
れ
て
い
る
か
を
知
り
、

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
土
地
の
掘
削
や
埋
立
て

な
ど
で
三
角
点
や
基
準
点
・
図
根

点
が
支
障
と
な
る
場
合
は
、
税
務

課
固
定
資
産
税
係
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係　

　
（
☎
�
４
０
３
２
）

　

有
権
者
の
申
請
に
基
づ
い
て
毎

年
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま

す
。

　

申
請
が
な
け
れ
ば
、
本
名
簿
に

は
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
選
挙
権

を
有
す
る
方
は
必
ず
申
請
書
を
期

限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
権
を
有
す
る
人

平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
10
㌃
以
上
の
農
地

に
つ
き
耕
作
の
業
務
を
営
む
方

お
よ
び
前
記
の
同
居
の
親
族
ま

た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
お

お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事

す
る
方

申
請
期
限　

　

１
月
10
日（
火
）

申
請
方
法

有
権
者
に
配
布
し
て
い
ま
す
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
農
業
委
員
会
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
書
は

農
業
委
員
会
に
も
準
備
し
て
あ

り
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会（
☎
�
５
４
１
３
）

　

選
挙
管
理
委
員
会

　
（
☎
�
５
４
０
３
） 

お 

知 

ら 

せ

お 

知 

ら 

せ

い
ず
み
市
民
便
利
帳
を
配
布

出
水
市
景
観
条
例
に
係
る
届

け
出
制
度

「
地
籍
図
根
点
」
付
近
の
作
業

で
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
有

権
者
の
方
へ

広
告
物
を
表
示
す
る
場
合
は

申
請
を

図根点
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平
成
23
年
度
出
水
市
病
院
事
業

職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
は
再
募
集
と
な
り
、
採
用

日
は
平
成
24
年
４
月
１
日
の
予
定

で
す
。

試
験
日
時　

２
月
５
日（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
受
け
付
け
開
始

　

午
前
９
時
試
験
開
始

試
験
会
場

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

採
用
職
種
・
人
員
・
受
験
資
格

○
看
護
師　

５
人
程
度

昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
看
護
師
の
免
許

を
有
す
る
者
ま
た
は
平
成
23
年

度
の
国
家
試
験
で
取
得
す
る
見

込
み
の
者

○
言
語
聴
覚
士　

若
干
名

昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
言
語
聴
覚
士
の

免
許
を
有
す
る
者
ま
た
は
平
成

23
年
度
の
国
家
試
験
で
取
得
す

る
見
込
み
の
者

○
臨
床
検
査
技
師　

若
干
名

昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者（
超
音
波
検
査
士
認

定
資
格（
日
本
超
音
波
医
学
会

認
定
資
格
）取
得
者
に
あ
っ
て

は
、
昭
和
37
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
者
）で
、
臨
床
検

査
技
師
の
免
許
を
有
す
る
者
ま

た
は
平
成
23
年
度
の
国
家
試
験

で
取
得
す
る
見
込
み
の
者

○
病
院
事
務
職（
医
療
事
務
）

　

１
人

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
四
病
院
団
体
協

議
会（
日
本
病
院
会
、
全
日
本

病
院
協
会
、
日
本
医
療
法
人
協

会
お
よ
び
日
本
精
神
科
病
院
協

会
）お
よ
び
医
療
研
修
推
進
財

団
が
認
定
す
る
診
療
情
報
管
理

士
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た
は

平
成
23
年
度
の
認
定
試
験
で
取

得
す
る
見
込
み
の
者

○
病
院
事
務
職（
一
般
事
務
）

　

１
人

昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法
に

基
づ
く
大
学（
短
期
大
学
を
除

く
）ま
た
は
こ
れ
と
同
等
と
認

め
る
大
学
等
を
卒
業
し
た
者

（
平
成
24
年
３
月
ま
で
に
卒
業

す
る
見
込
み
の
者
を
含
む
）

受
験
申
込
受
付
期
間

１
月
４
日（
水
）～
同
20
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
※
土
曜
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は

除
き
ま
す
。

※
郵
送
は
、
１
月
20
日（
金
）必
着

受
験
手
続
き

本
庁
市
民
相
談
室
、
高
尾
野
支

所
お
よ
び
野
田
支
所
の
地
域
振

興
室
な
ら
び
に
出
水
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
経
営
企
画
課
に
設
置

し
て
い
ま
す
受
験
申
込
書（
出

水
市
お
よ
び
出
水
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
出
水
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
企
画
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

受
験
申
込
書
を
郵
送
で
請
求
す

る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に「
受

験
申
込
書
請
求
」と
朱
書
き
し
、

あ
て
先
を
明
記
し
た
返
信
用
の

角
型
２
号
封
筒（
Ａ
４
判
が
入

る
も
の
）に
１
２
０
円
切
手
を

貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営

　

企
画
課
総
務
係

　
（
☎
�
１
６
１
１
、
内
線
１
２

　

３
０
）

　

〒
８
９
９
︲
０
１
３
１　

　

出
水
市
明
神
町
５
２
０
番
地

業
務
改
善
助
成
金
制
度

地
域
別
最
低
賃
金
額
が
７
０
０

円
以
下
の
県
に
事
業
場
を
置
く

中
小
企
業
事
業
主
が
、
最
低
賃

金
の
引
き
上
げ
に
先
行
し
て
事

業
場
内
で
最
も
低
い
賃
金
を
４

年
以
内
に
計
画
的
に
時
間
給
ま

た
は
時
間
換
算
額（
以
下「
時
間

給
等
」）で
８
０
０
円
以
上
に
引

き
上
げ
る
賃
金
改
善
計
画
を
策

定
し
、
１
年
あ
た
り
時
間
給
等

を
40
円
以
上
と
な
る
引
き
上
げ

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
労
働

者
の
意
見
を
聴
取
の
上
、
賃
金

制
度
の
整
備
、
就
業
規
則
の
作

成
・
改
正
、
労
働
能
率
の
増
進

に
資
す
る
設
備
・
器
具
の
導

入
、
研
修
等
の
業
務
改
善
を
実

施
し
た
場
合
に
、
業
務
改
善
に

要
し
た
経
費
の
２
分
の
１
を
国

の
予
算
の
範
囲
内
で
助
成
す
る

制
度
で
す
。
業
務
改
善
助
成
金

の
上
限
は
１
０
０
万
円
、
下
限

は
５
万
円
で
す
。

最
低
賃
金
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
無
料

相
談最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
影
響

を
受
け
る
中
小
企
業
主
の
皆
さ

ま
を
支
援
す
る
事
業
で
、
中
小

企
業
主
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

経
営
面
、
労
働
面
で
の
課
題
を

明
ら
か
に
し
、
問
題
解
決
を
支

援
す
る
た
め
、
ワ
ン
・
ス
ト
ッ

プ
で
無
料
相
談
に
応
じ
る
場
を

全
国
各
地
に
設
け
て
い
ま
す
。

○
経
営
面
に
関
す
る
相
談
例

販
路
開
拓
・
新
規
事
業
展
開
・

技
術
指
導
・
資
金
調
達
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ

る
経
営
力
強
化
・
支
援
制
度
の

案
内
な
ど

○
労
働
面
に
関
す
る
相
談
例

最
低
賃
金
制
度
の
説
明
・
賃
金

制
度
、
労
働
時
間
の
見
直
し
・

労
働
安
全
衛
生
対
策
の
見
直
し

・
就
業
規
則（
賃
金
規
定
等
）の

作
成
・
人
材
育
成
・
業
務
改
善

助
成
金
な
ど
の
厚
労
省
関
係
支

援
制
度
な
ど
の
ご
案
内

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

　

金
室（
☎
０
９
９
︲
２
２
３
︲

　

８
２
７
８
）

　

我
が
国
に
お
け
る
産
業
構
造
を

包
括
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な
調
査

で
、
す
べ
て
の
企
業
・
事
業
所
を

対
象
に
２
月
に
実
施
す
る
統
計
法

に
基
づ
い
た
報
告
義
務
の
あ
る
基

幹
統
計
調
査
で
す
。

　

支
社
等
の
な
い
事
業
所
等
に
は
、

調
査
員
が
直
接
伺
い
、
調
査
票
を

配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
支
社
等
を

有
す
る
企
業
等
に
は
、
国
、
都
道

府
県
お
よ
び
市
が
、
民
間
事
業
者

を
通
じ
て
本
社
等
に
調
査
票
を
郵

送
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は

郵
送
で
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

調
査
票
は
、
１
月
末
日
ま
で
に
お

届
け
し
ま
す
の
で
、
２
月
１
日
以

降
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外

（
税
の
資
料
な
ど
）に
使
用
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
企
画
政
策
課
企
画
調
整
・

男
女
共
同
参
画
係

（
☎
�
４
０
３
３
）

中
小
企
業
主
の
皆
さ
ま
へ

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
に

ご
協
力
を

出
水
市
病
院
事
業
職
員
採
用

試
験
を
実
施
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出
水
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
と
し
た

特
定
健
康
診
査（
個
別
健
診
）を
１

月
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
個
別
健
診
用
受

診
券
等
を
送
付
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
案
内
を
よ
く
お
読
み
に
な
り

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
特
定
健
康
診
査
の
健
診

項
目
を
満
た
し
た
人
間
ド
ッ
ク
や

お
勤
め
の
職
場
健
診
を
受
診
さ
れ

た
方
は
、
そ
の
結
果
を
健
康
増
進

課
健
康
保
険
係
ま
で
お
持
ち
く
だ

さ
れ
ば
、
今
年
度
の
特
定
健
康
診

査
を
受
診
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
症
状
が
出
に
く

く
、
そ
の
た
め「
気
づ
い
た
時
に

は
手
遅
れ
だ
っ
た
。」、「
あ
る
日

突
然
倒
れ
た
。」と
い
う
こ
と
が
で

て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に

な
ら
な
い
た
め
に
も
毎
年
特
定
健

康
診
査
を
受
診
さ
れ
、
自
分
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
生
活
習
慣

の
改
善
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　
（
☎
�
４
０
４
１
）

66
８
０
２
０
受
賞
者（
敬
称
略
）

（
氏
名
）　
（
年
齢
）　
（
自
治
会
）

赤
坂　

ヤ
ス
子　

80　

沖
田

上
村　

ト
シ
子　

89　

下
平
野

川
添　

幸
子　
　

80　

萩
之
段

坂
元　

国
廣　
　

93　

小
島

澤
田　

光
雄　
　

80　

不
動
野

瀨
崎　

セ
ツ
子　

84　

伊
勢
山

田
所　

三
好　
　

80　

諏
訪
馬
場

中
島　

睦
子　
　

80　

八
幡

永
野　
　

拓　
　

83　

櫓
木

永
野　

マ
ス
子　

82　

櫓
木

久
松　

利
津
子　

83　

浜
新
田

平
木　

八
重
子　

87　

太
鼓
橋

外
園　
　

力　
　

80　

諏
訪
馬
場

松
本　

武
夫　
　

80　

太
鼓
橋

蓑
毛　

ユ
ミ　
　

85　

新
蔵
上

宮
川　

秀
幸　
　

86　

築
港

八
木　

ミ
キ　
　

82　

下
古
市

脇
田　

廣
志　
　

80　

横
尾

※
年
齢
は
受
賞
時
の
も
の
で
す
。

　

80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
事
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
国
を
挙
げ
て
８
０
２
０
運

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
分
の
歯
を
守
る
努
力
を
し
８
０
２
０
を
達
成
し
た
心
身

共
に
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
方
々
に
対
し
て
、
11
月
21
日
に
表
彰
式
を
行
い
、
渋
谷
市
長

か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
０
２
０
は
毎
日
の
積
み
重
ね
の
成
果
で
す
。
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
食
べ
ら
れ
る「
幸
せ
な
高
齢
期
」を
目

指
し
て
８
０
２
０
に
挑
戦
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

8020歯科表彰

おめでとうございます

特
定
健
康
診
査
（
個
別
健
診
）

は
も
う
受
診
さ
れ
ま
し
た
か

働く婦人の家主催後期講座を開催

◆開催場所　　　働く婦人の家（保健センター２階）
◆対 象 者　　　女性（市内に居住または市内に勤務）
◆申込方法　　　電話でお申し込みください
◆申 込 先　　　働く婦人の家　（☎６３−２１８５）

　　後期短期講座　「ひなまつりの下げ飾り」講座

ひなまつりにかわいらしい下げ飾りはいかがですか。
手縫いの温かみ溢れる作品をつくりましょう。

◆開 講 日　　２月２・16 日、３月１日（隔週木曜日・全３回）
◆開講時間　　午後１時 30 分～同３時 30 分
◆講　　師　　徳添　洋子　氏
◆受 講 料　　材料代２，５００円
◆申込締切日　１月 18 日（水）

　　後期一日講座　「エアロビクス体験」講座

最近、運動不足になっていませんか。
寒い冬こそ楽しく体を動かしましょう！

◆開 講 日　　２月３日（金）
◆開講時間　　午後８時～同９時 30 分
◆講　　師　　中村　真也　氏（スポーツインストラクター）
◆受 講 料　　無　料
◆申込締切日　１月 18 日（水）

広報いずみ2012（平成24年）１月15
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　マルイ有機株式会社は、マルイ農協組合員
から出る鶏糞を主原料として、また地域の酒
造組合から出る焼酎粕を水分の代わりに使用
し、有機肥料の製造・販売をしています。木
牟礼バイオマス工場では、焼酎粕とふすま

（小麦の外皮）を麹菌で発酵させ、畜産向け飼
料とぼかし肥料を製造・販売しています。地
元自治会・出水市の皆さんのご理解とご協力
に対し、感謝されていました。
　本年11月から、土日の肥料販売を開始しま
した。また肥料散布も随時受け付けています。
有機肥料は、北は北海道から南は沖縄までの
耕種農家に届けられます。2003年からは韓国、
2008年台湾、2010年ベトナムへの輸出も開始
しています。
　マルイ農協グループの「トリの応用でメ

リットをつくり、社会に貢献
します」の基本理念を基に、
循環型農業の一翼を担うべく、
今後とも信頼される有機肥
料・飼料を製造し提供してい
くと話されていました。

　橋本水産株式会社出水営業所の創業は昭和
20年で、当時はリアカーでの魚の移動販売で
皆さんに愛されていました。
　昭和55年に株式会社に改組し、以後、市場
業務にあわせ鮮魚・冷凍冷蔵・食品加工を３
本の大きな柱として位置づけ、水産物を媒体
として、円滑な水産物流を形成しています。
　魚市場・海外からの原料仕入れに始まり、
販売・加工・保管そして物流に至るまで一環
した体制は、水産物の安心・安全・安定に欠
かすことのできないものであると考え、長年
にわたって培ってきた地元のお客さまとの厚
い信頼関係を築いてきました。
　鹿児島に生まれ、出水に育てられた地場企
業として、これからも豊かな食生活のために
貢献していきますと話されていました。

事業概要：家畜糞尿を原料とする肥料の製造・運搬・販売に
関する事業および飼料の製造・運搬・販売に関す
る事業

主要品目：有機肥料・ぼかし肥料・飼料単味原料
創　　業：1997（平成９）年７月
資 本 金：1,000万円
従業員数：45人（本年11月末現在）
所 在 地：出水市平和町1470番地
連 絡 先：（0996）63−2403

事業概要：鮮魚・冷凍食品の加工・卸・販売
主要品目：凍魚加工品
創　　業：1945（昭和20）年
資 本 金：1,000万円
従業員数：15人（本年11月末現在）
所 在 地：出水市六月田町957
連 絡 先：（0996）67−0123

マルイ有機株式会社

橋本水産株式会社　出水営業所

有機肥料で豊かな恵みを食卓へ

新鮮でリーズナブル、豊富な魚種を提供します
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新
春
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
成
人
を
迎
え
る
方
々

に
も
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
成
人
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
法
的
な
義
務
が
発
生
し
、
ま

た
、
社
会
的
な
責
任
を
問
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
契
約
に
つ
い
て
、
今

ま
で
は
親
権
に
よ
り
保
護
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
成
人
と
な
る
皆
さ

ん
は
、
こ
れ
か
ら
す
べ
て
の
責
任

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
す
。
契
約
に
不
慣
れ
で
あ
る
こ

の
時
期
に
、
悪
徳
業
者
に
だ
ま
さ

れ
る
新
成
人
の
方
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
皆
さ
ん

は
以
前
よ
り
も
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
保

護
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
に
伴
い
、
悪
質
業

者
の
手
口
も
巧
妙
化
し
て
き
て
お

り
、
注
意
が
必
要
で
す
。
慎
重
に

契
約
を
行
う
た
め
に
、
次
の
点
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
本
当
に
必
要
か
見
極
め
る
。

○
す
ぐ
に
結
論
を
出
さ
ず
、
親
や

親
戚
、友
人
な
ど
に
相
談
す
る
。

○
専
門
の
機
関
に
相
談
す
る
。

　

他
に
も
、
喫
煙
や
飲
酒
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
タ

バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
や
過
度
の
飲
酒

で
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
、
成
人
ら
し
い
節
度
あ
る
行

動
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

  

契
約
ト
ラ
ブ
ル
等
で
お
悩
み
の

方
は
、
出
水
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー（
☎
�
６
２
０
３
）に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日

午前９時30分～午後４時
（正午から午後１時までを除く）
本庁市民生活課内（☎63−6203）

○水曜日
午前９時30分～正午
野田支所市民福祉課内（☎63−2111 内線741）

○水曜日
午後１時30分～同４時
高尾野支所市民福祉課内（☎63−2111 内線453）

    

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、国

民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

自
営
業
者
・
学
生
・
フ
リ
ー
タ
ー

の
方
な
ど
が
20
歳
に
な
っ
た
と
き

は
、国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
が

必
要
で
す
。手
続
き
は
、本
庁
・
各

支
所
の
年
金
担
当
窓
口
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、厚
生
年
金
保
険
や
共
済

組
合
の
加
入
者（
第
２
号
被
保
険

者
）に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

の
方
が
20
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、

第
２
号
被
保
険
者
の
勤
務
先
を
経

由
し
て
加
入
の
手
続
き
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、第
2
号
被
保
険
者
が
20

歳
に
な
っ
た
と
き
は
、加
入
の
手

続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
老
後
を
支
え
る
終
身
保
障
】

　

国
民
年
金
は
、生
き
て
い
る
限

り
年
金
が
受
け
取
れ
る
一
生
涯
の

保
障
で
あ
り
、老
後
の
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【
ケ
ガ
や
病
気
、万
が
一
の
時
に
も

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
】

　

国
民
年
金
は
老
後
の
保
障
だ
け

で
な
く
、加
入
者
が
け
が
や
病
気

に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
時
は「
障

害
基
礎
年
金
」、亡
く
な
ら
れ
た
と

き
は
そ
の
遺
族
に「
遺
族
基
礎
年

金
」が
支
給
さ
れ
る
な
ど
あ
な
た

の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

  

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の「
老
齢

年
金
」な
ど
、老
齢（
退
職
）を
支
給

事
由
と
す
る
公
的
年
金
は
、税
法

上「
雑
所
得
」と
し
て
所
得
税
の
課

税
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、老
齢
年
金
を
受
け

て
い
る
方
に
は
、１
年
間
の
年
金

の
支
払
総
額
な
ど
を
記
載
し
た

「
源
泉
徴
収
票
」が
１
月
下
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

源
泉
徴
収
票
は
、所
得
税
の
確

定
申
告
の
際
の
添
付
書
類
と
し
て

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、大
切
に

保
管
し
、確
定
申
告
の
際
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
、

課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
た

め
、源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま

せ
ん
。

※
紛
失
し
た
時
な
ど
は
再
発
行
が

で
き
ま
す
の
で
、
川
内
年
金
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
川
内
年
金
事
務
所

（
☎
０
９
９
６
︲
２
２
︲
５
２

７
６
）

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
☎
�
２
１
１
１
）

開 催 日　　２月16日（木）
開催時間

　午前９時40分～正午
　午後１時～同３時40分
開催場所　　野田支所 別館大会議室
内　　容

　国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員　　川内年金事務所職員
予約受付期間

１月20日（金）～２月９日（木）
（土日休日を除く午前８時30分～午後５時）

予約申込先

　野田支所市民福祉課市民生活グループ
　（☎84−4813）
※１月19日開催の年金相談については　

広報いずみ12月号をご覧ください。

出水地区年金相談所を開設
（完全予約制）

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す
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読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
       ☎ 63‒4121

平成23年度「出水市読書活動日本一の

まちづくり推進大会」を開催します！

　

荘
幼
稚
園
で
は
、「
絵
本
や
お
は
な
し
が
大
好
き
で
、
想
像

力
豊
か
な
子
ど
も
」
を
目
指
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
読
書
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
年
間
を
通
し
て
、
降
園
前
や
昼
食
後
の

保
育
者
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
、
昼
食
後
の
読
書
タ
イ
ム
、
校
庭

の
木
陰
で
の
緑
陰
読
書
、
毎
週
水
曜
日
に
絵
本
貸
し
出
し
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
月
一
回
の
園
長
・
副
園
長
に
よ
る
紙
芝

居
や
大
型
絵
本
、
デ
ジ
タ
ル
絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
や
小
学

校
図
書
司
書
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
、
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
み
に
し
て
い
る
活
動
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
保
育
者
だ
け

で
な
く
、
日
曜
参
観
・
祖
父
母
参
観
な
ど
の
行
事
を
利
用
し
て
、

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
も
ら
う
機
会
も
設
け
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
内
だ
け
で
な
く
、
市
立
図
書
館
と
連
携
し
、
巡
回
図

書
や
移
動
図
書
館
を
利
用
し
た
り
、
荘
小
学
校
と
連
携
し
、
毎

月
一
回
、
小
学
校
図
書
室
を
利
用
し
た
り
親
子
読
書
会
に
参
加

し
た
り
な
ど
、
絵
本
や
お
話
に
ふ
れ
る
機
会
を
で
き
る
だ
け
多

く
持
て
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
室
に
は
、
絵
本
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
お
り
、
お
す
す

め
絵
本
や
季
節
・
行
事
の
絵
本
を
展
示
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
は
一
層
興
味
や
関
心
を
持
っ
て

絵
本
を
見
た
り
読
ん
だ
り
で
き
る
よ
う
で
す
。
特
に
、
昼
食
後

の
読
書
タ
イ
ム
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
充
実
し
た
時
間
に

な
っ
て
お
り
、
興
味
の
あ
る
絵
本
や
図
鑑
な
ど
を
お
友
達
と
一

緒
に
、
思
い
思
い
に
見
た
り
読
ん
だ
り
し
て
楽
し
む
姿
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
も
っ
と
絵
本
や
お
話
が
大
好
き
な
子

ど
も
た
ち
に
な
る
よ
う
い
ろ
い
ろ
な
は
た
ら
き
か
け
を
工
夫
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

幼
稚
園
の
読
書
活
動

荘
小
学
校
附
属
幼
稚
園

緑陰読書

小学校図書司書による
読み聞かせ

記念講演
作家　阿刀田　高　氏 
演題「読書はおいしいぞ」

◇阿刀田高氏プロフィール
1935（昭和 10）年、東京生まれ。早稲田大
学文学部卒業後、国立国会図書館職員とな
る。勤務のかたわらコラム、幻想小説、ミ
ステリーを執筆。1972（昭和 47）年国立国
会図書館を退職。1979（昭和 54）年『来訪
者』で日本推理作家協会賞、『ナポレオン
狂』で第 81 回直木賞、1995（平成 7）年

『新トロイア物語』で吉川英治文学賞を受賞。
日本推理作家協会理事長、松本清張賞選考委員、文化庁文化
審議会会長、日本ペンクラブ会長を歴任。2009（平成 21）年
には、旭日中綬章受勲。現在、文字・活字文化推進機構副会長。
著書は、『シェークスピアを楽しむために』『イソップを知っ
ていますか』『ローマとギリシャの英雄たち』『佐保姫伝説』

『日本語えとせとら』『闇彦』『恋する「小倉百人一首」』など
多数。

日　時　　２月５日（日）
　　　　　午後１時～同４時２０分
場　所　　市文化会館
内　容
●　優良読書グループ・団体等の表彰
●　読書活動フォーラム（６０分）
●　記念講演（８０分）
●　移動図書館車による貸し出し（大会終了後）
●　ロビー展示
・読書標語・短作文優秀作品
・幼稚園、小・中・高等学校、市立図書館の
読書活動紹介パネル

参加料　　無　　料

◇　託児サービス（未就学児）があります。
　　１月２６日(木)までにお申し込みください。

申込・問い合わせ先　
　教育委員会　読書推進課
　　（☎６３－４１２１）

　平成19年度から始まった「読書活動日本一のまちづくり推進大会」。５回目を迎える今回は、「読書活動日本
一のまちづくり」事業５年目の節目の大会でもあります。これまでの活動を振り返り、さらに市民の皆さまの
ご理解をいただき、「読書活動日本一のまちづくり」事業に取り組んでいくための『まとめ』の大会となります。
多くの皆さまのご来場をお待ちしています。
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《中央図書館　臨時休館のお知らせ》
蔵書点検のため、次の期間を休館します。
１/24（火）～31（火）

※高尾野図書館・野田図書館は通常通り開館します。

　市立図書館では、北海道の市立釧路図書館と、東京都新
宿区角筈（つのはず）図書館と連携し、「観光」と「図書
館からの情報発信」を共通テーマに、各地の特性を紹介し
あう合同展示会を開催しています。
　１月は、釧路市の写真パネルやアイヌ衣装などの資料を、
中央図書館玄関ロビーに展示します。
　皆さまのご来館をお待ちしています。
※中央図書館の臨時休館期間中もご観覧いただけます。

特別企画　３図書館合同展示会

図書館名
（電話番号） 開 館 時 間 １月の休館日

中央図書館
（☎ 63-2105）

平日
　午前 9 時～午後 8 時
土曜・日曜日、祝日
　午前 9 時～午後 6 時

16 日
高尾野図書館

（☎ 82-5452）
午前 9 時～午後 6 時 20 日野田図書館

（☎ 84-3100）

平成 24年１月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

１月

第１・３
火曜日

西之口団地公民館 10：00～10：20 17 日鹿島公民館 15：10～15：40

第２・４
火曜日

千本付住宅広場 10：00～10：20

10 日
平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀住宅 14：45～15：05
ラ・フォンテいずみ 15：15～15：35

第１・３
水曜日

江内北部コミュニティーセンター 9：40～10：00

18 日
東辺田公民館前 10：10～10：30
尾野島浜公民館 10：45～11：05
江内配本所（カントリーコア） 14：05～14：25
ウッドタウン公民館 14：40～15：00

第２・４
水曜日

元町公民館 9：50～10：10 11 日今釜西公民館 10：20～10：40

第１・３
木曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00 ５日
19 日米ノ津駅前広場 10：10～10：30

福ノ江公民館 10：45～11：05

第２・４
木曜日

受口公民館 10：40～11：00

12 日屋地公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00
菅原神社（荘上・荘下） 15：15～15：35

第１・３
金曜日

栗毛野公民館 9：40～10：00 ６日
20 日江川野公民館 10：10～10：30

内野々下公民館 10：45～11：05
第２・４
金曜日

鶴水園 14：10～14：40 13 日加紫久利住宅広場 14：55～15：15

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

１月のおはなし会・親子読書会

中央図書館

おはなしのへや
（毎週水曜日）

11日、18日
午後４時～

だっこＤＥえほん 21日（土）午前10時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

16日、23日、30日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」

10日（火）、24日（火）
午前10時30分～

野田図書館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

５日、12日、19日、26日
午後４時～

だっこＤＥえほん 12日（木）午前10時30分～

≪幼児・小学生≫

● 「おやおやおやつ」　　　　　　　　庄司　三智子　作・絵
● 「がっこういこうぜ！」　　　　　　もとした　いづみ　作
● 「へんしんかいじゅう」　　　　　　あきやま　ただし　作・絵
● 「あひるのたまごねえちゃん」　　　あきやま　ただし　作・絵
● 「おてがみでーす」　　　　　　　　くすのき　しげのり　作
● 「みずいろのマフラー」　　　　　　くすのき　しげのり　作
● 「みんなで！いえをたてる」　　　　竹下　文子　作
● 「ブリキ男よ　しあわせに」　　　　内田　麟太郎　作
● 「ツチノコ温泉へようこそ」　　　　中山　聖子　作
● 「北風ふいても　さむくない」　　　あまん　きみこ　文

・・・・・等
≪中学生・高校生≫

● 「とっぴんしゃん」上・下 　　　　山本　一力　著
● 「大盛りワックス虫ボトル」　　　魚住　直子　著
● 「からだと心の対話術」　　　　　近藤　良平　著

・・・・・等
≪一般≫

● 「海薔薇」　　　　　　　　　　　小手鞠　るい　著
● 「赤絵そうめん」　　　　　　　　山本　兼一　著
● 「夢違（ゆめちがい）」　　　　　　恩田　陸　著
● 「ジェントルマン」　　　　　　　山田　詠美　著
● 「ルーズヴェルト・ゲーム」　　　池井戸　潤　著
● 「冬姫」　　　　　　　　　　　　葉室　麟　著
● 「放蕩記」　　　　　　　　　　　村山　由佳　著
● 「ヒア・カムズ・ザ・サン」　　　　有川　浩　著
● 「これでおしまい　我が老後」　　佐藤　愛子　著
● 「さむらい　修羅の剣」　　　　　鳥羽　亮　著
● 「ネオカル日和」　　　　　　　　辻村　深月　著
● 「スイート・ヒア・アフター」　　　よしもと　ばなな　著
● 「ヒート」　　　　　　　　　　　堂場　瞬一　著
● 「防波堤」　　　　　　　　　　　今野　敏　著　
● 「銀色の絆」　　　　　　　　　　雫井　脩介　著

・・・・・等

1/24～1/31

12/29～1/4

12/29～1/4

『霧の街・釧路～北海道という異国』
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年末年始特別警戒出発式　　　１２月９日
　出水警察署において防
犯関係者、交通安全関係
者、警察署員など約150
人が参加し、実施されま
した。
　式の冒頭で市防犯協会
と出水地区金融機関防犯
協議会から、管内の青
色回転灯装備車（青パト
車）に支援燃料費が贈呈
されました。
　次に「シルバーサポート安全・安心タクシー制度」の
発足と制度の紹介が行われました。
　続いて、中田出水警察署長や渋谷防犯協会長から出
水市の犯罪発生状況や安心・安全な出水市の街づくり
へ向けて、今後の取り組みや決意が表明されました。
　式後、警察車両および青パト車など約40台で市街地
のパトロールを実施しました。
　また、今回は特別応援として出水中央高校吹奏楽部
の方々に全国レベルのすばらしい演奏をしていただ
き、だるま保育園の園児15人と保護者の方にも激励参
加をしていただきました。ありがとうございました。

出水市防犯協会事務局より

　明けましておめでとうございます。
　昨年は東日本大震災をはじめ県内で
も奄美の豪雨災害があり、ごく普通の
生活に幸せを感じさせられることでし
た。
　被災地の一日も早い復興と日常の回
復を願ってやみません。
　出水市の治安は比較的、落ち着いた
状況にはありますが、昨年は強盗事件もあり、凶悪犯罪がいつ発
生するか分かりません。用心は、し過ぎることはありません。
　年頭に当たり、安全な地域づくりに活動してくださっている市
民有志、自治連をはじめとする各種団体、防犯パトロール隊、関
係機関の方々に心から感謝を申し上げます。

　防犯協会は、本年も皆さまと力を合わ
せ、より一層安心・安全な出水市の実現
に努めていきます。
　皆さまには、これまで同様のご理解と
ご協力をよろしくお願いします。

少年非行防止のため
夜間外出をさせないようにしましょう

※　（　 ）内の数字は前年同月比

発生件数 死　者 負 傷 者

出 水 市 21 件
（−１）

０人
（±０）

28 人
（±０）

平成23 年
の 累 計

286 件
（− 15）

２人
（−７）

362 人
（− 32）

交通事故発生状況
出水警察署管内（11 月 1 日〜同 30 日）

問い合わせ先　出水市防犯協会 63−1500

年
末
年
始
地
域
安
全
運
動
実
施

　年末年始にかけては、金融機関を対象とする強盗事件やひったくり等の犯罪、青少年の不良行為の多発が予想されます。
防犯協会では、警察の年末年始特別警戒と連動して年末年始地域安全運動を実施中です。

防犯街頭キャンペーン　１２月１３日
　市内スーパー等５店舗において防犯意識を高
めるチラシを配布しました。
振り込め詐欺被害防止キャンペーン
　　　　　　　　　　　１２月１５日
　新たな手口による類似詐欺で出水市でも多額
の被害が発生しています。
　被害防止のため４金融機関において、声かけ・
チラシ配布を行いました。

クリスマスブルーラン　１２月２２日
　夕暮れ後、管内の青パト車とパトカー等の警
察車両約40台で市内全域での合同パトロールを
実施しました。
防犯パトロール隊による活動の強化
　出水市安全・安心パトロール隊をはじめ、自
主防犯パトロール隊の方々にはそれぞれ工夫を
こらし、年末年始は、よりきめ細かな活動をし
ていただきました。

　これらのキャンペーンには、少年警察ボ
ランティア、地域安全モニター、自治連防
犯交通部、自主防犯パトロール隊の方々に
ご協力をいただきました。

ありがとうございました。

植囿金融機関防犯協議会会長よ
り燃料費を贈呈される鳴海防犯
パトロール隊連絡協議会会長
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文
化
活
動
を
発
表

出
水
市
文
化
祭

　10月29日から開催された野田地域文化祭を皮切り
に翌週、翌々週の土曜日、日曜日に出水地域文化祭、
高尾野地域文化祭が開催されました。
　３地域の文化祭に芸能部門88団体、展示部門128
団体が日頃の文化活動の成果を発表し、芸術の秋に
ふさわしい、華麗かつ熱のこもった演技と心落ち着
かせる展示で多くの観覧者を楽しませました。

被
災
地
支
援
に
対
し
表
彰

出
水
市
消
防
本
部

　東日本大震災の被災地支援のため消防庁長官から
の出動要請により緊急消防援助隊として宮城県石巻
市で救援活動を行った出水市消防本部が、その功績
を認められて、総務大臣から表彰されました。
　本援助隊は地震発生から３日後の３月14日に陸路
で被災地に出発し、同22日まで救援活動を行いまし
た。

特
産
品
が
ず
ら
り

大
産
業
祭

　市陸上競技場周辺で市制施行５周年記念事業大産
業祭が11月19、20日で同実行委員会（渋谷俊彦委員
長）の主催で開催されました。
　メイン会場の特設テント内は、お茶やみかん、お
菓子など出水を代表する特産品が所狭しと並び、多
くの買い物客でにぎわいました。
　また、友好都市の北海道釧路市、山口県周南市の
特産品や東日本大震災被災地支援として被災地４市
町村の特産品の販売もありました。

出
水
チ
ー
ム
Ｖ
５
達
成

県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　第38回鹿児島県ソフトボール協会研修会が11月19
日から20日まで鹿児島市で開催され、ソフトボール
交流会の部で出水チーム（東畠努監督）が優勝しまし
た。
　本大会は、ソフトボールの公認審判員が選手とな
り行われ、出水チームは平成19年に地元で行われた
出水大会の優勝を皮切りについに５連覇となりまし
た。

文
化
交
歓
大
会
を
開
催

友
好
都
市
　
釧
路
市

　ツルが取り持つ縁で平成３年から２年ごとに、お
互いが訪問し合いながら文化交流を行っている釧路
市から文化団体４団体、22人が来市し、11月19日、
市文化会館で文化交歓大会を開催しました。
　本市文化協会・釧路市文化団体がお互いの発表を
披露し、フィナーレでは、本市の和太鼓集団「和楽」
と釧路市の蝦夷太鼓保存会が共演し、会場を盛り上
げました。

花
柳
糸
之
さ
ん
が
来
市

サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫

　ＮＨＫなどで活躍されている本市出身の振付師花
柳糸之さんがサツマイモの収穫で11月５日、来市さ
れました。
　このサツマイモは、出水市や鹿児島県のＰＲ、地
域振興につながればと花柳さんが地元の協力を得て
栽培されていたものです。
　収穫には市長をはじめ、地元の切通小学校の児童
も参加。大きなイモが取れるたびに、歓声と笑い声
が上がりました。
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ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
で
表
彰

前
田
博
志
さ
ん

　30年の長きにわたり、スポーツ推進委員として本
市のスポーツ振興に貢献したことを評価され、前田
博志さん（広瀬自治会）が全国表彰されました。
　前田さんは本市のスポーツ推進委員協議会の会長
として、巡回スポーツ教室の開催、市民駅伝大会の
成功に尽力され、また、いずみわくわく夢クラブの
初代会長も務められるなど精力的に活動されていま
す。
　11月22日、市長に報告に訪れました。

健
脚
を
競
う

た
か
お
の
鶴
駅
伝

　11月23日、高尾野川ジョギングロードで第29回た
かおの鶴駅伝大会が同実行委員会（椎木伸一委員長）
の主催で開催されました。
　小学生男女、中学生男女、高校男子、一般男子、オー
プン参加の一般高校女子の各部で109チーム約550人
が参加。
　一本のたすきをつなぎ、日頃鍛えた健脚を競いま
した。

優
秀
施
工
者
と
し
て
表
彰

坂
東
辰
男
さ
ん

　建設産業において工事施工に直接従事し、特に技
術・技能が優秀である建設技能者に贈られる優秀施
工者国土交通大臣顕彰で坂東辰男さん（今釜中自治
会）が表彰されました。
　坂東さんは株式会社岩𥔎電設に勤務されており、
工事施工に関して総合的な能力を有していると評価
されての受賞。11月29日、市長に表彰報告を行いま
した。

デ
コ
ポ
ン
の
収
穫

は
さ
み
入
れ
式

　11月25日、デコポンの収穫開始に合わせ、はさみ
入れ式が野田町上名の越地淳一さんのハウスであり
ました。
　今年は夏の気温が高く色が付くのが遅くなりまし
たが、秋には気温が下がり適度な雨も降ったため出
来は上々とのことです。
　鹿児島いずみ農協管内ではデコポン約１千㌧の出
荷を見込んでおり、11月末から関東や関西をはじめ
全国に届けられます。

読
書
を
身
近
に

わ
く
わ
く
☆
お
は
な
し
フ
ェ
ス
タ

　「わくわく☆おはなしフェスタ」を、11月23日に高
尾野農村環境改善センターで開催しました。まず、
平成23年度「読書大好きっ子読書標語・短作文」の表
彰式に始まり、親子読書会、読み聞かせグループの
読み聞かせやパネルシアター、朗読劇、ひとり芝
居、ALTによる英語の読み聞かせなど、バラエティ
に富んだプログラムとなりました。参加者は、一緒
に指遊びをしたりわらべ歌を歌ったり、じっと聞き
入ったりして、お話の世界を楽しんでいました。

出
水
勢
が
表
彰
台
を
独
占

農
機
技
能
大
会

　県農業機械利用技能交換大会が11月25日、県立農業
大学校で開催されました。
　本大会は農業機械士の認定をうけた農業者の資質の
向上と農作業安全意識の高揚を目的として毎年開催さ
れるもので、今年はトラクターの始業点検とロータ
リー耕技能審査が行われ、高尾野町農業機械士会から
も４人が出場。尾籠真介さん（東水流自治会：写真中央）
が見事優勝、２位は嶋田雄介さん（千間山自治会：写
真右）、３位は下陣勲さん（千間山自治会：写真左）と、
高尾野町農業機械士会員が表彰台を独占しました。
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ツ
ル
観
光
周
遊
バ
ス
を
運
行

２
月
末
ま
で

　ＪＲ出水駅発着で、ツル観察センター、クレイン
パークいずみ、出水麓武家屋敷群などの市内観光地
を巡るツル観光周遊バスが運行を始めるにあたり、
12月１日にＪＲ出水駅で出発式が行われました。
　ほぼ１時間おきに１日６便が往復し、２月末まで
毎日運行。
　早速、観光客を乗せた第１便が関係者に見送られ
て走り出しました。

野
田
の
味
が
大
集
合

野
田
郷
む
ら
ま
つ
り

　12月４日、野田小学校近くの野田農産加工施設で
歳の市「野田郷むらまつり」が開催されました。
　野田地域の農業者の生産意欲増進、商工業者の販
売促進を図るため同実行委員会（道上裕治会長）が
開催し７回目。
　会場では同地域で生産された農産物、農産加工品
が展示即売され、買い物をする多くの市民でにぎわ
いました。

被
災
地
に
ま
ご
こ
ろ
を
発
信

東
日
本
大
震
災

工
事
現
場
を
見
学

野
田
小

　土木をもっと知ってもらい、身近な存在として感
じてもらおうと野田小学校６年生46人にコーアツ工
業株式会社と外薗建設工業株式会社が出前授業を行
いました。
　土木技術者としてのやりがいや難しさの講演、高
速道路の建設現場の見学があり、児童らは現場で使
われている重機の試乗などを体験しました。

出
水
の
特
産
品
が
全
国
へ

ツ
ル
の
恩
返
し
便

　ツルの恩返し便第１便の出発式が12月２日、市役
所本庁舎でありました。
　第１便では、みかんやさつまあげなど市内の特産
品がいっぱいに詰まった 562 箱が発送されました。
　海の幸、山の幸など出水のすばらしい食材を全国
に発信しようと同実行委員会（山床憲次会長）が平
成６年度から始め、今年で 18 回目を迎え、出水の
うまいもんが全国に届けられます。

　東日本大震災の被災地を応援しようと、市内にあ
る市立の小中高22校の児童会・生徒会が被災地応援
プロジェクト「出水の学校まごころ便『ツルの里から
贈り物』」としてそれぞれ集めた米や本、文房具など
を被災地の福島に送りました。
　12月１日、各学校の代表者が集まっての出発式が
あり、出水のまごころを積み込んだトラックを見送
りました。

音
楽
活
動
を
披
露

小
・
中
・
高
合
同
音
楽
発
表
会

　11月30日に出水市小・中・高合同音楽発表会が市
文化会館で開催されました。
　子どもたちが音楽を通して喜びや楽しさを体験
し、他校の子どもたちとの交流を深めることを目的
に毎年開催しており、今年度で５回目。
　子どもたちは、合唱や合奏など各学校の特色を生
かしたすばらしい演奏を行いました。日頃の練習の
成果が十分に披露されました。
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老
人
福
祉
大
会
を
開
催

４
０
０
人
参
加

　市内63の老人クラブで構成されている出水市老人
クラブ連合会（畠田良信会長）の第６回出水市老人福
祉大会が12月６日、市音楽ホールで開催されました。
　老人クラブ関係者が一堂に集い、今後の活動の方
向の確認と、老人福祉の一層の推進が目的。
　長年役員をされた方への表彰や金婚者表彰なども
ありました。

清
掃
作
業
を
実
施

鹿
児
島
出
水
ボ
ー
イ
ズ

　12月11日、硬式少年野球クラブの鹿児島出水ボー
イズ（井手口滿代表）が市総合運動公園球場周辺の清
掃作業を実施しました。
　練習で使用しているグラウンドに感謝の気持ちを
込めて、１時間ほどの清掃作業に小・中学生とその
保護者ら約50人が汗を流しました。
　この清掃作業は去年から取り組んでいます。

自
立
心
を
育
て
る

ふ
る
さ
と
学
寮

伝
統
の
紙
す
き
を
体
験

大
川
内
中

　大川内中学校（堀口大輔校長）で恒例の紙すき体験
が12月７日ありました。
　元和紙職人の出口義信さん（さぎやな自治会）の指
導のもと、全校生徒14人が型枠を冷たい水に何度も
くぐらせて慎重に作業しました。また、今年度で休
校が決まっている伊佐市の小学校からも２人参加し
ました。
　出来上がった和紙は卒業証書や書き初め用として
使われます。

国
際
交
流
を
実
施

海
外
留
学
生
と
農
水
商
工
業
者

　海外留学生と市内の農水商工業者の交流を人的交
流にとどまらず経済的な交流にもつなげようと12月
10日、異業種交流会を実施しました。
　来市した鹿児島大学の留学生など35人は、出水麓
武家屋敷群、ツル観察センターなど出水の観光地を
見学し、昼食では地元農家の手づくり料理を食しな
がら市内の農水商工業者など約50人と意見交換を行
うなど、交流を図りました。

　12月３日から10日まで、たかおの交流館で出水ふ
るさと学寮を実施しました。
　親元を離れ、異年齢集団の中で生活することで、
自立心や協調性を養うことを目的に、市内に住む小
学４年生から中学２年生の男女31人が１週間の集団
生活を体験。
　日頃あまりやらない食事作りや洗濯など、生活に
必要な作業を楽しく学びました。

踊
り
で
地
元
へ
感
謝

高
尾
野
兵
六
踊
り

　11月11日から14日まで東京都で開催された全国青
年大会で鹿児島県代表として出場し高尾野兵六踊り
で見事、郷土芸能の部最優秀賞を受賞した同保存会

（石橋和幸会長）が12月４日、温泉センターもみじで
ありがとうイベントを開催しました。
　大会出場に対し協力をもらった地域の方へ感謝の
気持ちを込めて同踊りを披露。受賞報告に対し、集
まった多くの観客から拍手が送られました。
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　12月20日、絵画などで表彰を受けた小学生と教諭が市
長に表彰の報告を行いました。
　【上段写真】　
　下水流小４年　田渕智哉さん（写真左端）
平成23年度地域が育む「かごしまの教育」県民週間のポス
ター原画・標語募集ポスターの部　最優秀賞
　江内小２年　田中剛斗（写真左から２番目）

「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展2011入賞
日本政策金融公庫農林水産事業本部長賞
　江内小５年　野村美友さん（写真左から３番目）
灯台絵画コンテスト2011高学年の部　金賞
　江内中３年　尾野嶋友梨さん（写真右端）
平成23年度地域が育む「かごしまの教育」県民週間のポス
ター原画・標語募集標語の部　最優秀賞
　【下段写真】
　日頃の教育活動を評価され下水流小学校の溝上秀人教
諭が平成23年度鹿児島県優秀教職員表彰、平成23年度文
部科学大臣優秀教員表彰を受けました。

水
源
に
感
謝水

源
地
清
掃

見
事
な
炭
に
歓
声大

川
内
小

　12月19日、大川内小学校（大田寿校長）で恒例の炭
の窯出しがありました。
　全校児童13人が地域の方の指導・協力をもらいな
がら、学校に設置してある窯からきれいに焼き上
がった炭を一本一本慎重に運び出しました。
　炭は卒業生の記念品にするほか、販売して図書購
入などの学校活動費に充てています。

ガ
ス
コ
ン
ロ
を
寄
贈

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

　12月20日、鹿児島県ＬＰガス協会北薩支部（高橋
義英支部長）から高尾野小学校に最新のガスコンロ
８台と炊飯鍋１個の寄贈がありました。
　子どもたちに火の取り扱いを学んでもらうために
親子料理教室を実施した本校に対し、お礼の気持ち
と調理実習に役立ててもらいたいとの思いで寄贈さ
れました。
　子どもたちから大切に使いたいとお礼の言葉があ
りました。

　上水道が市内に初めて給水開始された昭和35年12
月20日に合わせ、毎年恒例の清掃ボランティアがあ
りました。
　出水管工事協同組合（竹田行成理事長）の会員23人
が小原水源地、長尾水源地、青木水源地にそれぞれ
分かれて作業しました。
　参加者らは、日頃の水への感謝の気持ちを込めて
除草や建物内部の清掃などに汗を流しました。

鉄
道
で
観
光
客
誘
致

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

　肥薩おれんじ鉄道とスカイネットアジア航空株式
会社がタイアップして「肥薩おれんじ鉄道で行く出
水の旅」を企画し、本キャンペーンで当選した17組
34人が12月11日、ツル観察センターや出水麓武家屋
敷群などを巡り出水の観光を満喫しました。
　出水商業高校の生徒が、地元のお菓子などをプレ
ゼントするサプライズもあり、参加者は出水の旅を
楽しみました。

各
表
彰
を
報
告
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　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は 21,200 部で市内のほぼ全世帯に配
布されますので、同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利
用ください‼　ただし、掲載予定ページを限定しています。掲
載希望が多数の場合は、調整させていただくことがありますの
でご了承ください。

【申込・問い合わせ先】
　　　本庁企画政策課秘書広報係
　　　☎ 0996−63−4120

㈲パインヒル不動産
☎ ） ‒ で 検索
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（
新
生
児
）（
保
護
者
）〈
敬
称
略
〉　

楠

田

蒼そ
う

太た　
（
雄
馬
・
麻
友
美

）

山

口

大だ
い

悟ご　
（
健
二
・
秀
美
）

大
下
本　

真ま

悠ゆ　
（
淳　

一
）

金　

倉　

葵あ
お
い
　
（
春　

香
）

西　

本　

ひ
な
の　
（
司
・
舞
子
）

水

溜

英え
い

人と　
（
幸
一
・
あ
ゆ
み

）

福

田

龍り
ゅ
う

迅し
ん　
（
晴　

那
）

加
田
野　

聖き
よ

来ら　
（
貴
史
・
麻
央
）

　

落　
　

大だ
い

旗き　
（
弘
亮
・
和
子
）

嘉

山

心こ
こ

美み　
（
健
吾
・
一
美
）

松

本

朔さ
く

弥や　
（
哲　

也
）

溝

上

結ゆ

唯い　
（
守
・
智
美
）

溝　

上　
　

湊み
な
と　
　
（
亮
・
晃
子
）

肱

岡

一か
ず

真ま　
（
広
一
・
美
奈
子

）

山

𥔎

凰お
う

雅が　
（
め
ぐ
み
）

金

松

優ゆ
う

駿ま　
（
一
彦
・
智
美
）

梅

田

結ゆ

衣い　
（
貴
博
・
麻
衣
菜

）

木

串

合り

娃あ　
（
和
俊
・
美
穂
）

山

元

蒼そ
う

大た　
（
直
行
・
あ
ゆ
み

）

前

田

雨う

月る　
（
和
茂
・
真
里
奈

）

染　

川　
　

和よ
り　
　
（
和　

憲
）

武

村

咲さ

希き　
（
広
行
・
恵
美
）

山

中

一い
ち

護ご　
（
宏　

晃
）　

　

林　
　

美み

優ゆ　
（
善
昭
・
君
江
）

野

村

武た
け

流る　
（
孝
幸
・
真
由
美

）

中

村

釉ゆ
ず

妃き　
（
啓
信
・
か
ほ
り

）

深

水

海が

琥く　
（
亮
・
康
代
）

犬

童

捺な

月つ
き　
（
和
久
・
明
子
）

田

中

琉る

偉い　
（
和
博
・
茉
莉
奈

）

松

下

悠ゆ

衣い　
（
陽
久
・
亜
美
）

橋

元

太た
い

希き　
（
健
太
郎
・
愛
里

）

横

山

颯そ
う

亮す
け　
（
正
志
・
陽
子
）

床　

次　

里り

音お

奈な　
（
博
人
・
る
り
）

本

内

明め
い

実み　
（
裕
二
・
由
紀
）

松

元

咲さ

衣え　
（
康
一
郎
・
直
子

）

（
11
月
２
日
～
12
月
１
日
届
出
分
）

吉　

田　
　

晃ひ
か
る　
　
（
雅
幸
・
瞳
）

（
10
月
11
日
届
出
分
）

（
死
亡
者
）（
年
齢
）（
住
所
）〈
敬
称
略
〉　

宮

下

文

男　

79　

向　

江

福　

濵　

ミ
サ
エ　

87　

今
釜
西

安

田

竹

美　

79　

沖　

田
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元　

マ
ツ
ヱ　

77　

平　

岩

池

本

ヒ

デ　

85　

西　

町

宮　

本　

テ
イ
子　

81　

米
ノ
津
東

尾
ノ
上　

壽　

子　

64　
元
町（
出
水
）

立

花

健

二　

67　

朝　

熊

　

堀　
　

眞
由
美　

65　

六
月
田
下

橋　

口　

ナ
ル
ミ　

85　

新
蔵
中

中　

村　

ヤ
ス
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73　

宮
之
元

髙

田

俊

秀　
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太　

田

花

里

實
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八
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出
水
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小

原

順
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鹿
島
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智
惠
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82　

鶴
寿
園

瀬
戸
口　

ト　
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72　

沖　

田

　

牧　
　

ヒ
デ
ノ　

82　

大　

日

吉　

田　
　

裕　
　

86　

上
山
崎

中　

田　

チ
ヱ
子　

83　

鶴
寿
園

友　

田　

タ
ミ
エ　

91　

出
水
の
里

　

森　
　

重　

長　

76　

諏
訪
馬
場

肱　
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ス
ズ
子　

71　

上
屋
団
地

川

口

行
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チ
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上
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ヤ
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坊
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出
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千
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原
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不
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元
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出
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西
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八
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出
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尾
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柳
ケ
水　

勝　

一　

73　

浦　

窪

久

田

虎

雄　

87　

上
古
市

黒

木

政

一　

63　

浜
新
田

山　

口　
　

宏　
　

81　

上
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上
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出
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シ
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福
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江
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添

ト
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諏
訪
馬
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橋

元

キ

ヨ　

92　

大　

日

前

田

孝
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本
町（
野
田
）

小

路

實

良　

82　

中　

郡

松

永

美
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85　
八
幡（
出
水
）

大
久
保　

重　

紀　

79　

大
久
保

（
11
月
２
日
～
12
月
１
日
届
出
分
）

香
典
返
し
寄
付　
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江
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濵
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坂
）

　

堀　
　

昌　
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ま
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沖　

田
）

吉

田

美

樹　
（
上
山
崎
）

中　

村　
　

誠　
　
（
宮
之
元
）

　

牧　
　

一　

馬　
（
大　

日
）

　

森　
　

ヒ
ロ
子　
（
諏
訪
馬
場
）

川

口

德

行　
（
針　

原
）

松

本

米

子　
（
上
村
西
）

橘

木

キ

ミ　
（
東　

町
）

渕　

上　
　

明　
　
（
上　

屋
）

遠　

竹　
　

望　
　
（
安　

原
）

坊

木

義

廣　
（
八　

幡
）

坂

元

弘

明　
（
中　

里
）

山

本

松

男　
（
上
水
流
）

田　

原　

美
佐
子　
（
不
動
野
）

小

川

祥

司　
（
愛
知
県
豊
橋
市
）

柳
ケ
水　

敏　

江　
（
浦　

窪
）

西

園

俊

郎　
（
京
都
府
久
世
郡
）

久　

田　

サ
ツ
キ　
（
上
古
市
）

山　

口　

キ
ミ
エ　
（
上
り
立
）

吉

海

邦

明　
（
荘　

下
）

福

脇

和

久　
（
平
松
上
）

石

元

健

次　
（
小　

松
）

兒　

玉　

ミ
チ
子　
（
諏
訪
馬
場
）

福　

田　
　

德　
　
（
尾
野
島
浜
）

永　

野　
　

功　
　
（
荘　

上
）

岩　

橋　
　

勉　
　
（
元　

町
）

下

田

静

子　
（
米
ノ
津
東
）

河

添

建

志　
（
諏
訪
馬
場
）

大
久
保　

哲　

志　
（
大
久
保
）

一
般
寄
付　
　
　

 〈
敬
称
略
〉

西

原

ト

モ　
（　

浦　

）

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄
へ

の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
届
け

出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
か
、

本
庁
企
画
政
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。

※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時～正午）

１　　　　　月
日 医　療　機　関　名

１日（日）

［当］ 友愛クリニック 内・消化器科 太 鼓 橋 ☎64−2101
［当］ わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表 郷 東 ☎64−1313
［当］ 鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎73−0553
［当］ 平尾診療所 内・外科 長 島 町 ☎88−2595
［児］ キッズクリニック 小児科 向 江 ☎63−7707

２日（月）

［当］ 福元医院 内・循環器科 新 町 ☎67−3200
［当］ 整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六月田中 ☎64−8260
［当］ 林胃腸科外科 内・外科 阿久根市 ☎73−3639
［当］ 阿久根眼科 眼科 阿久根市 ☎72−0040
［当］ 長島クリニック 内・外科 長 島 町 ☎88−6405
［児］ 出水総合医療センター 　 早 馬 ☎67−1611

３日（火）

［当］ しもぞのクリニック 内・胃腸科 石坂（出水） ☎63−8300
［当］ 出水病院 精神・内科 諏訪馬場 ☎62−0419
［当］ 植村整形外科 整外科 阿久根市 ☎72−1041
［当］ 脇本病院 精神・内科 阿久根市 ☎75−2121
［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長 島 町 ☎88−5040
［児］ 出水総合医療センター 　 早 馬 ☎67−1611

８日（日）

［当］ 出水眼科 眼科 春 日 町 ☎62−8350
［当］ 有村産婦人科・内科 産・婦人・内科 阿久根市 ☎73−4180
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長 島 町 ☎86−0054
［当・児］ こどもクリニック永松 小児科 鹿 島 ☎64−1500

９日（月）

［当］ 境田医院 産婦・内・外科 天神（出水） ☎67−2600
［当］ 東医院 内・外・胃腸科 六月田中 ☎67−1861
［当］ 上園医院 内・小児科 阿久根市 ☎73−1055
［当］ 長島クリニック 内・外科 長 島 町 ☎88−6405

15日（日）

［当］ 福永内科循環器科 循環器・内科 向 江 ☎62−8200
［当］ よしだ泌尿器科クリニック 泌尿器科 沖 田 ☎63−7800
［当］ 内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎73−1551
［当］ 平尾診療所 内・外科 長 島 町 ☎88−2595
［児］ しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68−0633

22日（日）

［当］ よう皮ふ科医院 皮膚科 鹿 島 ☎63−1112
［当］ 鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎73−0553
［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長 島 町 ☎88−5040
［当・児］ 二宮医院 内・小児科 栄 町 ☎62−0167

29日（日）

［当］ 奥田蘇明会医院 内・皮膚・精神科 町（高尾野） ☎82−3998
［当］ 喜多医院 内・外科 阿久根市 ☎72−0038
［当］ 黒木胃腸科外科医院 胃腸・外科 阿久根市 ☎75−0200
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長 島 町 ☎86−0054
［当・児］ キッズクリニック 小児科 向 江 ☎63−7707
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水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

暮らしの情報暮らしの情報

※歯科医院診療時間　午前 8 時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田地域

工事事業者 平　日
休日および平日の
　　午後５時以降

工事事業者 平　日
休日および平日の
　　午後５時以降

１月１日 川 島 工 建 ☎63−6685

携帯電話
（090−7397−7898）

慶 越 組 ☎82−0442

携帯電話
（090−7154−7490）

１月２日 出水合同電設 ☎62−0676 川 窪 建 設 ☎82−0376

１月３日 山門電気商会 ☎67−1066 軸薗設備工業 ☎82−0889

１月４日〜同８日 出水合同電設 ☎62−0676 釜 崎 水 道 ☎82−0249

１月９日〜同15日 山門電気商会 ☎67−1066 松 一 ☎65−6520

１月16日〜同22日 司 工 業 ☎63−7485 桑野水道設備 ☎82−4385

１月23日〜同29日 岩 𥔎 電 設 ☎62−1414 中 畠 組 ☎82−0437

１月30日〜２月５日 ヤマサキ電機産業 ☎67−3405 山𥔎水道設備 ☎82−1600

１日（日） ▼ツル観察センター早朝開館（午前７時・ツル観察センター）
２日（月） ▼ツル観察センター新春初舞（午前11時・ツル観察センター）
５日（木） ▼平成24年出水市成人式（午前10時35分・市文化会館）
８日（日） ▼消防出初め式（午前８時40分、総合運動公園多目的広場および広瀬河原）
26日（木） ▼女性大会（午後１時30分、音楽ホール）

１月の主な行事

１月１日 １月９日

宮 薗 歯 科 医 院 歯科 ☎73−3222 阿久根市 水 野 歯 科 医 院 歯科 ☎82−0064 柴引
め ぐ み 薬 局 ☎82−5551 太鼓橋 エ ン ジ ェ ル 薬 局 ☎65−7637 天神
い ず み 調 剤 薬 局 ☎68−5822 表郷東 あ じ さ い 薬 局 ☎67−2055 六月田下

１月２日 １月 15 日

宮 薗 歯 科 医 院 歯科 ☎73−3222 阿久根市 つ ば さ 歯 科 歯科 ☎62−8519 花立西
ハ ー ト 薬 局 ☎79−3877 新町 か り ん 薬 局 ☎64−1400 向江町
フ タ ヤ 薬 局 ☎67−5253 六月田中 こ が ね 薬 局 ☎64−1132 沖田

１月３日 １月 22 日

はしぐち歯科クリニック 歯科 ☎62−8241 茶円堀 児 島 歯 科 医 院 歯科 ☎86−1266 長島町
Ｄ・ Ｍ Ｌ 五 万 石 薬 局 ☎63−8800 野添（出水） あ す か 薬 局 ☎63−7322 鹿島

１月８日 １月 29 日

こ じ ま 歯 科 医 院 歯科 ☎63−4618 表郷西 北 園 歯 科 医 院 歯科 ☎64−2151 麓（高尾野）
か し ま 薬 局 ☎63−3970 鹿島 さ く ら 薬 局 ☎63−7700 向江町
ク レ モ ア 薬 局 ☎63−5401 春日町
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11
月
か
ら
１
月
に
か
け
て

出
水
で
越
冬
す
る
ツ
ル
の
羽

数
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
羽

数
調
査
は
荘
中
学
校
と
高
尾

野
中
学
校
の
ツ
ル
ク
ラ
ブ
を

中
心
に
、
県
ツ
ル
保
護
会
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力
し
て

行
い
ま
す
。
荒
崎
を
荘
中
学

校
、
東
干
拓
を
高
尾
野
中
学

校
が
担
当
し
て
行
い
ま
す
。

  

ツ
ル
の
羽
数
調
査
は
朝
、

ツ
ル
が
ね
ぐ
ら
か
ら
飛
び
立

つ
習
性
を
利
用
し
て
行
い
ま

す
。
１
万
羽
以
上
の
ツ
ル
を

数
え
る
の
は
大
変
な
こ
と
で

す
。
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
一

生
懸
命
数
え
た
羽
数
が
世
界

に
発
信
さ
れ
、
ツ
ル
の
生
息

数
や
生
態
な
ど
の
研
究
の
貴

重
な
デ
ー
タ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

12
月
17
日
、
荒
崎
休
遊
地
と

東
干
拓
休
遊
地
で
今
季
５
回
目

の
ツ
ル
羽
数
調
査
が
あ
り
、
今

季
最
多
の
１
万
１
９
０
７
羽
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

内
訳
は
ナ
ベ
ヅ
ル
９
８
４
２

羽
、
マ
ナ
ヅ
ル
２
０
５
３
羽
、

カ
ナ
ダ
ヅ
ル
３
羽
、
ク
ロ
ヅ
ル

６
羽
、
ナ
ベ
ク
ロ
ヅ
ル
３
羽
で

し
た
。　

　

東
の
空
を
真
っ
赤
に
染
め
て

朝
日
が
昇
り
始
め
る
と
、
多
く

の
ツ
ル
た
ち
が
ね
ぐ
ら
か
ら
餌

場
に
飛
び
立
ち
ま
す
。
高
い
鳴

き
声
を
上
げ
な
が
ら
飛
ぶ
ツ
ル

た
ち
が
新
し
い
朝
を
呼
ん
で
き

て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
早
起
き
し
て
朝
日

と
ツ
ル
を
見
に
行
か
れ
て
は
ど

う
で
す
か
。

『今月の問題』
子どもの厄払いとして行うと
いう正月の遊びは？
Ａ 羽根つき
Ｂ 福笑い
Ｃ 凧揚げ

☆答えはホームページか来月号で
　（先月号の答えは
C クリスマスプディングでした。）

工事進捗率が90㌫　米ノ津川激特事業

　

平
成
18
年
７
月
の
豪
雨
に
よ
る
米
ノ
津

川
の
氾
濫
を
受
け
、
県
で
は
河
川
激
甚
災

害
対
策
特
別
緊
急
事
業
に
よ
り
河
川
改

修
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
川
を
掘
り
下
げ
る
工
事
が
最
盛

期
で
あ
り
、
大
型
ダ
ン
プ
の
往
来
が
多
く

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
て
い
ま
す
が
、「
市
民
の
安
心
・

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
川
づ
く
り
」
の

た
め
早
期
完
成
を
目
指
し
、
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
気
付
き
の
点
、
ご
質
問
等
あ

り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

県
北
薩
地
域
振
興
局
建
設
部

　

土
木
建
築
課
出
水
市
駐
在
機
関

　
（
☎
�
３
１
１
４
）

米ノ津川




